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※１SDGs：2015年（平成27年）９月
の国連サミットで採択された
2030年（令和12年）までに持続
可能でよりよい世界を目指す国際
目標のこと。17のゴール（目標）と
169のターゲット（目標のために
実現させること、取り組み）、232
の指標から構成され、地球上の
「誰一人取り残さない（leave no 
one behind）」ことを誓っている。

※２Society5.0：AIやIoT、ロボット、
ビッグデータなどの革新技術をあ
らゆる産業や社会に取り入れるこ
とにより実現する新たな未来社会
の姿のこと。

 

計画策定の目的1

6



■基本構想
　基本構想は、町政運営の根幹となるもので、今後10年を見据え
て５年間のまちづくりの方向性を示し、将来像、基本目標、目標人
口を定め、その実現に向けた施策の大綱を示す。

■基本計画
　基本計画は、基本構想に掲げる施策の大綱の実現に向け、取り
組むべき施策の基本方向を総合的かつ体系的に明らかにする。

■強靭化地域計画
　強靭化地域計画は、大規模自然災害などに備え、みやこ町にお
ける災害リスクを踏まえた防災・減災に対する取り組みの指針を
示す。

計画期間と構成

基本構想 強
靭
化
地
域
計
画

基本計画
重点プロジェクト

＋
基本施策

計画期間

 

構　　成

2021年（令和３年）度から2025年（令和７年）度
までの５年間
  
『基本構想』・『基本計画』・『強靭化地域計画』
の３部構成

2
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（1）沿革

（2）位置・面積

（3）地勢

みやこ町の概況3
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福岡県

（4）気候

3

行橋IC

みやこ町役場
本庁舎

みやこ町役場
犀川支所

みやこ町役場
豊津支所

みやこ
豊津ICみやこ町役場

豊津支所

201

496

10

東九州自動車道

みやこ
豊津IC

平成筑豊鉄道平成筑豊鉄道

今川PA・
スマートIC

■本町の位置
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時代の潮流とまちづくりの課題

（1）生涯現役社会の実現

（2）定住・移住促進・雇用の維持に向けた対応

4
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参考：SDGsの17のゴール

（3）持続可能なまちづくりに向けた対応

4

※1IoT：コンピュータなどの情報・通
信機器だけでなく、世の中に存在
する様々な物に通信機能を持た
せ、インターネットに接続したり相
互に通信したりすることで、自動
認識や自動制御、遠隔計測などを
行うこと。

※2ビッグデータ：スマートフォンなど
を通じた位置情報や行動履歴、イ
ンターネットやテレビでの視聴・
消費行動などに関する情報、また
小型化したセンサーなどから得ら
れる膨大なデータのこと。 

出典：国際連合広報センター（アクセス日：2020（令和2年）12月17日）

（https://www.unic.or.jp/activities/economic_social_development/sustainable_development/

2030agenda/sdgs_logo/）
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時代の潮流とまちづくりの課題

（４）行財政運営の一層の効率化

4

■本町の人口の推移と将来推計
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人口
29,493人

高齢化率
7.7%

20,243人

37.5%

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

社人研による推計値

出典：実績値：総務省「国勢調査」（1950年（昭和25年）～2015年（平成27年））、社人研による
推計値：国立社会保障・人口問題研究所「将来人口推計」（2020年（令和２年）～2060年（令和
42年））
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第2章 基本構想
第3次みやこ町総合計画

１　基本構想の目的
２　まちづくりの将来像
３　まちづくりの基本目標（施策の大綱）
４　目標人口 
５　土地利用構想

16
16
17
23
24

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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まちづくりの将来像

元気で安心　人と自然が輝く
みやこ町

基本構想の目的1

2

16



①生涯現役を推進する

②介護予防・介護サービスの充実を図る

③みんなで支え合う仕組みをつくる

④あらゆる差別の撤廃と人権擁護を推進する

⑤生活の安全・安心を確保する

3まちづくりの基本目標（施策の大綱）

基本目標　　元気で安心して生活できるまちづくり基基

17
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まちづくりの基本目標（施策の大綱）3

※ICT：「Information and Commu-
　nication Technology（情報通信
技術）」、通信技術を活用したコミュ
ニケーションを指し、情報処理だけ
ではなくインターネットのような通
信技術を利用した産業やサービス
などの総称。

①豊かな自然環境を守る

②道路を整備する

③住環境を良くする

④移住・定住を促進する

⑤生活の利便性を向上する

基本目標　　自然と共生し、快適で住みよいまちづくり基

18



3

※Society5.0(再掲)：AIやIoT、ロ
ボット、ビッグデータなどの革新技
術をあらゆる産業や社会に取り入
れることにより実現する新たな未来
社会の姿のこと。

①農林業を振興する

②特産品を活かした魅力づくりを推進する

③商工業を振興する

④観光を振興する

⑤国際交流を推進する

基本目標　　産業と交流が盛んな活気あるまちづくり基

19
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3 まちづくりの基本目標（施策の大綱）

※ICT教育：パソコンやタブレット端
末、インターネットなどの情報通信
技術を活用した教育手法。

①子育て支援の充実を図る

②子どもの教育環境の充実を図る

③社会教育の充実を図る

④スポーツの推進を図る

⑤地域文化の継承と振興を図る

基本目標　　夢をもち、心豊かな人を育てるまちづくり基

20



3

①住民と行政との協働を推進する

②開かれた町政を推進する

③効率的な行政運営を行う

④健全な財政運営を行う

⑤公営企業の安定的な経営を推進する

基本目標　　住民と行政がともに歩むまちづくり基

21

第
２
章　

基
本
構
想



まちづくりの基本目標（施策の大綱）

元
気
で
安
心
　
人
と
自
然
が
輝
く
　
み
や
こ
町

3
■施策の体系

生涯現役を推進する 

介護予防・介護サービスの充実を図る

みんなで支え合う仕組みをつくる

あらゆる差別の撤廃と人権擁護を推進する

生活の安全・安心を確保する

豊かな自然環境を守る

道路を整備する

住環境を良くする

移住・定住を促進する

生活の利便性を向上する

農林業を振興する

特産品を活かした魅力づくりを推進する

商工業を振興する

観光を振興する

国際交流を推進する

子育て支援の充実を図る

子どもの教育環境の充実を図る

社会教育の充実を図る

スポーツの推進を図る

地域文化の継承と振興を図る

住民と行政との協働を推進する

開かれた町政を推進する

効率的な行政運営を行う

健全な財政運営を行う

公営企業の安定的な経営を推進する

元気で安心して
生活できる
まちづくり

自然と共生し、
快適で住みよい
まちづくり

産業と交流が
盛んな活気ある
まちづくり

夢をもち、
心豊かな
人を育てる
まちづくり

住民と行政が
ともに歩む
まちづくり

将来像
将来像を

実現するための
基本目標

施策項目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

22



■第３次総合計画期間中の人口推移（目標値）

人口の長期目標

4目標人口

資料：「みやこ町人口ビジョン」を踏ま
えて、人口ビジョンで示された2015
年（平成27年）から2060年（令和42
年）までの５年毎の推計人口をもとに
各年の人口を設定

2060年（令和42年）に人口 15,000人程度を
維持することを目指す

第３次総合計画期間中
（2021～2025年度（令和３～７年度））の目標人口

2025年（令和７年）度に、18,700人程度を
維持することを目指す

 

（人）
24,000

22,000

20,000

18,000

16,000

14,000
2010 2015 2020 2025 2030

21,572人

20,243人
約19,500人

約18,700人
約18,000人
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土地利用構想5

　　　まちなか居住ゾーン
今後の住み替えや分家、転入者の居
住地として誘導を図り、一定の密度を
有したまとまりある市街地形成によ
り、商業・文化・公共公益施設などの
都市機能の集積と、まちなか居住の
促進を図るゾーン

　　　集落住居ゾーン
整備された農業基盤と交流の原資と
なる多様な生産・加工物を活かし、地
域基幹産業の育成と機能の充実を図
るゾーン
また、河川や山など豊かな自然に囲ま
れ、地域で支えあいながら、ゆとりあ
る生活が営めるゾーン

　　　交流育成ゾーン
地域固有の歴史・文化や非日常のレ
クリエーション基盤を活かし、内外の
交流を促進するゾーン

　　　保全・活用ゾーン
災害リスクに配慮しつつ、自然共生及
び森林生産活力の象徴として保全す
るとともに、野外レクリエーションや
「いやし空間」として活用を図るゾーン

赤村

香春町

中津市

添田町

築上町

豊前市

行橋市

苅田町
北九州市

まちなか居住ゾーン
集落住居ゾーン
交流育成ゾーン
保全・活用ゾーン

勝山本庁舎勝山本庁舎

豊津支所豊津支所

犀川支所犀川支所

行橋 IC行橋 IC

今川 PA・
スマート IC
今川 PA・
スマート IC

みやこ豊津 ICみやこ豊津 IC

平成筑豊鉄道平成筑豊鉄道

伊良原ダム周辺伊良原ダム周辺

伊良原出張所伊良原出張所

201

496

10

東九州自動車道
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１　重点プロジェクト
２　基本施策

28
33

第3章 基本計画
第3次みやこ町総合計画
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※リカレント教育：社会の変化に適応
していくため、教育は生涯にわたり
続けていくことが重要であるという
ことから、個人が必要とすれば教育
機関に戻って学ぶことができる教
育システム

重点プロジェクト1

（1）日本一元気なまちを実現する健康寿命延伸プロジェクト

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

19.0％

19.1%

20.2%

20.6%

健康づくり事業の参加率

要介護認定率

健康寿命延伸
プロジェクト

スポーツ・レクリ
エーションの推進

リカレント教育
の推進

ボランティア・
社会参加の推進

病気などの
早期発見の推進

健康づくりの
意識啓発促進

高齢者の見守り・
サポートの推進

デイサービスなど
の充実

28



1
（2）人がにぎわうまちを実現する関係人口・交流人口拡大プロジェクト

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

1,096千人

7,432人
（平成27年～令和元年）

1,200千人

16,300人
（令和3年～令和7年）

観光入込客数

ふるさと納税寄付件数（累計）

関係人口・交流人口
拡大プロジェクト

観光プログラム
の推進

町のPR活動の
推進

空き家活用
の推進

子育て支援の
充実

にぎわいづくり・
交流機会の創出

定住支援策
の充実

子どもの教育
環境の充実

29
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重点プロジェクト1
（3）経済が循環するまちを実現する拠点整備と幹線沿線発展プロジェクト

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

32.5ｋｍ
（平成28年～令和元年）

△119人

２社
（平成27年～令和元年）

20.0ｋｍ
（令和３年～令和７年）

43人

２社
（令和３年～令和７年）

町道の整備（累計）

社会増減数

企業誘致件数（累計）

成果指標

拠点整備と幹線沿線
発展プロジェクト

都市計画の推進

計画的な道路整備

商業施設の
活性化及び誘致 企業誘致

各拠点の整備

起業支援の推進 公共施設統廃合・
跡地活用の推進

30



1
（4）地産地消のまちを実現する地域農業活性化プロジェクト

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

７人
（平成27年～令和元年）

1.0億円

７人
（令和３年～令和７年）

1.3億円

新規就農者数（累計）

主要農林特産品の販売額

地域農業活性化
プロジェクト

農地の集積・集約

スマート農業の
推進

地産地消の推進 有害鳥獣駆除の
推進

担い手の
育成・確保

直売所の充実 みやこブランドの
強化
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1 重点プロジェクト

土地利用構想と重点プロジェクトの位置図

赤村

香春町

中津市

添田町

築上町

豊前市

行橋市

苅田町
北九州市

健康寿命延伸プロジェクトは
町全域が対象

関係人口・交流人口拡大
プロジェクト
関係人口・交流人口拡大
プロジェクト

拠点整備と幹線沿線発展
プロジェクト

地域農業活性化
プロジェクト
地域農業活性化
プロジェクト

帆柱（じゃぶち森のビレッジ）帆柱（じゃぶち森のビレッジ）

まちなか居住ゾーン
集落住居ゾーン
交流育成ゾーン
保全・活用ゾーン

勝山本庁舎勝山本庁舎

豊津支所豊津支所

犀川支所犀川支所

行橋 IC行橋 IC

今川 PA・
スマート IC
今川 PA・
スマート IC

みやこ豊津 ICみやこ豊津 IC

平成筑豊鉄道平成筑豊鉄道

伊良原ダム周辺伊良原ダム周辺

伊良原出張所伊良原出張所
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東九州自動車道
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2基本施策
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54
56
58
60
62

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

64
66
68
70
72

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

74
76
78
80
82

 （1）元気で安心して生活できるまちづくり
施策１　生涯現役を推進する 
施策２　介護予防・介護サービスの充実を図る
施策３　みんなで支え合う仕組みをつくる
施策４　あらゆる差別の撤廃と人権擁護を推進する
施策５　生活の安全・安心を確保する

 （2）自然と共生し、快適で住みよいまちづくり
施策６　豊かな自然環境を守る
施策７　道路を整備する
施策８　住環境を良くする
施策９　移住・定住を促進する
施策10　生活の利便性を向上する

 （3）産業と交流が盛んな活気あるまちづくり
施策11　農林業を振興する
施策12　特産品を活かした魅力づくりを推進する
施策13　商工業を振興する
施策14　観光を振興する
施策15　国際交流を推進する

 （4）夢をもち、心豊かな人を育てるまちづくり
施策16　子育て支援の充実を図る
施策17　子どもの教育環境の充実を図る
施策18　社会教育の充実を図る
施策19　スポーツの推進を図る
施策20　地域文化の継承と振興を図る

 （5）住民と行政がともに歩むまちづくり
施策21　住民と行政との協働を推進する
施策22　開かれた町政を推進する
施策23　効率的な行政運営を行う
施策24　健全な財政運営を行う
施策25　公営企業の安定的な経営を推進する
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（1）元気で安心して生活できるまちづくり

現状と課題

生涯現役を推進する

特定健診 骨粗しょう症予防講座

施 策

1

34



・特定健診などを通じて生活習慣病の早期発
見と重症化予防、がん対策を図り、住民の健
康寿命の延伸を促進します。
・運動の奨励や食生活の改善、歯の健康に向け
た取り組み、疾病予防対策などを通じて、住
民の健康づくりを推進します。
・予防接種の勧奨や新たな生活様式の周知・
定着を図ることで感染症などの予防対策を推
進します。
・住民の健康と福祉の増進や交流の場である
すどりの里やいこいの里を適切に維持管理し
ます。

・老人クラブなどを通じた仲間づくり、生きがい
づくりの支援を行います。
・シルバー人材センターを活用し、高齢者の人
材活用促進を支援します。
・高齢者の様々な地域活動が自主的に行われ
る場、また、介護予防の取り組みを行う場とし
て、地域サロンの維持・充実を図ります。

①住民の健康づくりを
推進し健康寿命の延
伸を図ります

②高齢者の自立した生
活を支援します

用語説明
※１ポピュレーションアプロー
チ：対象を限定せず集団全
体に健康づくりの情報や
サービスを提供するなどの
働きかけを行うことにより､ 
集団全体のリスクを低い方
に誘導する方法のこと。

※２重症化予防：病気が重症化
しないように、受診勧奨や食
習慣の改善、運動指導など
を行うこと。

主要施策・主要事業

成果指標

主要施策 主要事業

指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

46.1％

210人

60.0％

260人

特定健診受診率

シルバー人材センター登録会員人数
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（1）元気で安心して生活できるまちづくり

現状と課題

介護予防・介護サービスの充実を図る

介護予防教室 ケアトランポリン

施 策

2

36



1

・自立から要支援までの方に対する介護予防・
日常生活支援総合事業のサービスを推進し
ます。
・地域における介護予防の取り組みを強化する
ため、住民主体の通いの場などに看護師、保
健師、リハビリテーション専門職などの関与
を促進します。

・支援が必要な高齢者が適切な介護サービス
を受けられるよう、周辺自治体とも連携し、介
護サービスの充実を図ります。
・介護認定審査の適正化や介護給付の適正
化、介護事業者への研修などを行い、介護
サービスの質の確保と適正化を図ります。

①介護予防・日常生活
支援総合事業を推進
します

 
②介護サービスの充実
と質の確保、適正化
を図ります 

用語説明
※地域包括ケアシステム：高齢者
が住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続
けることができるよう、「住ま
い」、「医療」、「介護」、「予防」、
「生活支援」が切れ目なく一体
的に提供される体制のこと。

主要施策・主要事業

成果指標

主要施策

指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

448人

19.1％

800人

20.6％

介護予防教室の参加延べ人数

要介護認定率（再掲）

主要事業
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（1）元気で安心して生活できるまちづくり

現状と課題

みんなで支え合う仕組みをつくる

地域づくり発表会 認知症カフェ（オレンジカフェ）

施 策

3
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1

・地域サロンや福祉体験教室など福祉活動を
通じた意識啓発、交流の場の提供を行いま
す。
・住民の福祉に関する講座や研修への参加を
促し、福祉に関わる担い手の育成を行いま
す。
・高齢者の相談体制や民生委員、児童委員、区
長など他機関と連携した地域での見守り体
制の維持・充実を図ります。

・福祉サービスを必要とする住民が福祉制度
を有効に活用できるよう情報提供や相談窓
口の充実を図ります。
・地域包括支援センターや社会福祉協議会な
どと連携し、高齢者や障がい者の権利擁護を
図ります。

・誰も自殺に追い込まれることがないように、こ
ころの健康づくりを推進します。
・地域の状況にあわせて、災害時に適切な避難
支援やその後の安否確認を行うことが出来る
体制を整備します。
・高齢者などが安心して外出できるように、外
出・移動支援の充実やユニバーサルデザイン
※2の採用を推進します。
・高齢者などが在宅でも安心して過ごせるよう
に支援します。

①住民との協働による
福祉のまちづくりを
推進します

②福祉サービスが受け
られるまちづくりを推
進します

③安心して暮らせるま
ちづくりを推進しま
す

用語説明
※１社会的孤立：家族や地域社
会との交流が客観的にみて
著しく乏しい状態のこと。

※２ユニバーサルデザイン：年齢
や障害の有無、体格、性別、
国籍などにかかわらず、でき
るだけ多くの人にわかりやす
く、最初からできるだけ多く
の人が利用可能であるよう
に設計すること。またそれを
実現するためのプロセスの
こと。

※３個別計画：災害時に自力で
避難が困難な人（要支援者）
に対し、支援する人や経路
などを個別にまとめた計画
のこと。

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

4,189人

38箇所 

0.0％

33社

5,100人

48箇所

80.0％

80社

認知症サポーター養成講座修了者数

地域サロンの実施箇所数（回数）

避難行動要支援者の個別計画※３
策定率

高齢者見守りネットワーク
協力事業所数
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（1）元気で安心して生活できるまちづくり

現状と課題

あらゆる差別の撤廃と人権擁護を推進する

人権のつどい 講演会 人権の花

施 策

4
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・人権擁護委員と連携・協力し、虐待やいじめ、
DVを含む人権侵害に対する相談体制、支援
体制の充実を図ります。

・関連団体と連携し、学校や地域、職場などで
人権教育・啓発の取り組みを推進します。
・隣保館活動の一層の充実を図ります。

・男女共同参画に関する情報提供や啓発活動、
男女共同参画の視点に立った教育、学習を推
進します。
・男女がともに支えあえるように、地域における
男女共同参画や行政、地域団体、住民などが
連携した男女共同参画を推進します。
・男女がともに自立し、活躍できるように、働く
場における男女共同参画を推進するととも
に、男女共同参画の視点に立った子育てや介
護支援体制の充実を図ります。

①一人ひとりの人権が
尊重されるまちづく
りを推進します

②人権啓発・教育を推
進します

③男女共同参画社会実
現のための環境づく
りを行います

用語説明
※１ＤＶ：「ドメスティック・バイオ
レンス」明確な定義はない
が、日本では「配偶者や恋人
など親密な関係にある、又は
あった者から振るわれる暴
力」という意味で使用される
ことが多い。

※２ヘイトスピーチ：特定の国の
出身者であること、又はその
子孫であることのみを理由
に日本社会から追い出そう
としたり危害を加えようとし
たりするなどの一方的な内
容の言動を一般に言う。

※３SNS：ソーシャルネットワー
キングサービス（Soc ia l 
Networking Service）の
略。登録された利用者同士
が交流できるWebサイトの
会員制サービスのこと。

※４LGBT：性的少数者の総称。
近年、社会が性的少数者の
存在を受け入れ、人権を尊
重し差別をなくすための取
り組みが世界中で行われて
いる。

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

0人
（平成27年～令和元年）

22.7%

１回
（平成28年～令和元年）

５人
（令和3年～令和7年）

40.0％

５回
（令和3年～令和7年）

男女共同参画リーダーの育成数
（累計）

審議会などの女性登用率

ＬＧＢＴ啓発数
（累計）
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（1）元気で安心して生活できるまちづくり

現状と課題

生活の安全・安心を確保する

地域防災訓練 消費者トラブルの啓発

施 策

5

42



1

・強靭化地域計画と連動して地域防災計画な
どを見直します。
・計画的に治山・治水事業（森林整備、河川改
修など）を行います。

・防災ハザードマップの配布や研修会の実施な
どにより、住民の防災・減災意識の向上を図
ります。
・災害時の共助の要となる自主防災組織の育
成、持続的な活動を支援します。
・青パト見守り隊などと連携し、防犯体制の充
実を図ります。
・地域住民の参加のもと民間事業者と連携を
図り、空家などの適正な管理を推進します。

・老朽化した消防・防災設備を計画的に更新し
ます。
・消防団員数などを考慮し、地域の消防体制を
定期的に見直します。
・周辺自治体とも連携し、救急医療の充実を図
るとともに、地域の医療体制の維持を図りま
す。

・行橋市広域消費生活センターを中心として、
消費生活に対する相談、苦情などに適宜対応
します。
・行橋市広域消費生活センターが行う出前講
座などを活用し、消費者トラブル対策につい
ての学習機会を提供します。

①強靭化地域計画を基
本とした災害に強い
まちづくりを推進し
ます

②自助・共助による安
全・安心なまちづくり
を推進します

③消防・救急体制の基
盤整備を推進します

④消費生活に関する相
談体制の充実と防止
対策の強化に努めま
す

用語説明
※特定空家：そのまま放置すれ
ば倒壊など著しく保安上危険
となるおそれのある状態又は
著しく衛生上有害となるおそ
れのある状態、適切な管理が
行われていないことにより著し
く景観を損なっている状態、そ
の他周辺の生活環境の保全を
図るために放置することが不
適切である状態にあると認め
られる空家のこと。

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

32.8%

0件
（平成28年～令和元年）

50.0％

５件
（令和３年～令和７年）

自主防災組織率

特定空家※認定件数（累計）
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（2）自然と共生し、快適で住みよいまちづくり

現状と課題

豊かな自然環境を守る

ごみの分別収集 環境出前講座

施 策

6
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・環境や景観に対する保全意識の向上を図る
ため、広報紙などを活用し、啓発に取り組みま
す。
・町内一斉清掃や道路・河川愛護活動など、住
民と行政が一体となった環境保全活動を推
進します。
・監視カメラや環境監視員を配置し、ごみ不法
投棄対策を推進します。
・町自らが地球温暖化防止に向けた取り組み
を率先して行うことで、住民・事業者の自主的
かつ積極的な温室効果ガス削減のための行
動を促進します。

・循環型社会の形成に向けて、ごみの分別収集
や３R（リデュース※1、リユース※２、リサイクル
※3）活動を推進します。

・総合的かつ計画的な見地から助言・指導を行
えるよう関係部署間での情報共有を図りま
す。
・計画、施工、運営（維持管理）などの各段階で
地域との調和が図られるよう、事業者に助
言・指導を行います。

①住民参加による環境
保全活動を推進しま
す

②ごみ減量化とリサイ
クル活動を推進しま
す

③地域との共生が図ら
れ、調和のとれた開
発行為を誘導します

用語説明
※１リデュース：使用済みになっ
たものが、なるべくごみとし
て廃棄されることが少なくな
るように、ものを製造・加工
販売すること。

※２リユース：使用済みになって
も、その中でもう一度使える
ものはごみとして廃棄しない
で再使用すること。

※３リサイクル：再使用ができず
にまたは再使用された後に
廃棄されたものでも、再生資
源として再生利用すること。

主要施策・主要事業

成果指標

主要施策 主要事業

指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

28.0％

244ｔ

34.0％

225ｔ

エネルギー起源CO₂排出削減率

資源ごみのリサイクル量

45

第
３
章　

基
本
計
画



（2）自然と共生し、快適で住みよいまちづくり

現状と課題

道路を整備する

町道の整備 補修した橋梁

施 策

7
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1

・国道201号、国道496号の整備促進を国及
び県へ要望していきます。
・主要地方道・県道の全線早期整備を要望して
いきます。

・町道を計画的に整備します。
・県道と国道を結ぶ町道路線など幹線となる
町道の整備を推進します。
・老朽化が進む橋梁について計画的な修繕及
び改良を行います。

・道路愛護に関する取り組みを支援します。
・安全な生活道路に向けて、再舗装や凸凹の修
繕などを進め、バリアフリー化を図ります。
・高齢者や子どもなど交通弱者のための交通
安全施設（ガードレール、カーブミラー、白線）
の整備・充実を図ります。

①幹線となる国道・県
道の整備を促進しま
す

②町道の計画的な整備
を行います

③安全な道路空間の形
成を図ります

用語説明
※橋梁長寿命化：事後保全型の
維持管理（損傷が深刻化して
からの架替）から予防保全の
維持管理（早期の補修）に転
換することで、橋梁を健全な状
態で長く維持させること。

主要施策・主要事業

成果指標

主要施策

指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

32.5ｋｍ
（平成28年～令和元年）

17本
（平成28年～令和元年）

20.0ｋｍ
（令和３年～令和７年）

25本
（令和３年～令和７年）

町道の整備（再掲）

橋梁の整備

主要事業
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（2）自然と共生し、快適で住みよいまちづくり

現状と課題

住環境を良くする

町営住宅の整備（今里団地）

施 策

8

48



1

・長寿命化計画を踏まえ、町営住宅の計画的な
修繕及び改善を進めます。
・若者や定住希望者のニーズに合った宅地整
備、住環境整備を推進します。

・地域の個性や地域資源を活かした効率の良
い機能配置と地域活力の維持できる市街地
形成を進めます。
・地域コミュニティ活動の拠点となる施設を中
心に、集落における生活サービス機能維持の
ための拠点形成を進めます。
・交通アクセスの維持・強化による周辺都市と
連携した都市機能サービスの提供を推進し
ます。

・基幹的な水道施設の耐震化並びに老朽施設
の計画的な改修を進めます。

・「みやこ町汚水処理構想」に基づき、老朽化し
た汚水処理施設を計画的に更新します。
・生活排水による水質汚濁を防止するため、合
併浄化槽の設置及び定期検査を推進します。

①公営住宅の適正な管
理を図ります

②都市計画などにより
主要幹線沿線や各地
区の拠点などの整備
を促進します

③水道施設の適正な管
理を図ります

④下水処理施設の計画
的な整備を行います

用語説明
※１都市計画マスタープラン：
「市町村の都市計画に関す
る基本的な方針」のこと。市
町村の創意工夫のもとに住
民の意見を反映し、まちづく
りの具体性ある将来ビジョ
ンを確立し、地区別のあるべ
き「まち」の姿を定める。

※２町営住宅長寿命化計画：安
全で快適な住宅を長期にわ
たって安定的に確保するた
め、修繕、改善、建替などの町
営住宅の活用方法を定めた
計画のこと。

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

832戸

年40基・53.5%

772戸

60基・58.3％

町営住宅目標管理戸数

合併浄化槽の設置数・普及率
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（2）自然と共生し、快適で住みよいまちづくり

現状と課題

移住・定住を促進する

移住・定住促進用のPRチラシの作成

豊津国作団地分譲地

施 策

9
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・様々な情報媒体（ホームページ、雑誌、動画、
広報紙など）の活用や、首都圏や都市圏にお
いて積極的な定住プロモーション活動を行い
ます。
・地域おこし協力隊による町の魅力発掘と情報
発信を促進します。

・移住に関するワンストップ窓口を拡充します。
・転入希望者のニーズに応じた定住支援策の
充実・見直しを図ります。
・空き家バンク制度の柔軟な運用により、積極
的な活用を図り、町内の定住、町外からの移
住者受け入れを促進します。

・未婚・晩婚化対策として住民の結婚支援を行
い、定住化を図ります。

①移住・定住促進に向
けて町外へのPR活
動を行います

②移住・定住促進に向
けて受け入れ体制の
整備・充実を行いま
す

③結婚に向けた出会い
の場を創出します

用語説明
※社会増減数：本町への転入数
から本町からの転出数を差し
引いた数のこと。社会増とは、
転入数が転出数を上回る状
態、社会減とは転出数が転入
数を上回る状態をいう。

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

20区画
（平成27年～令和元年）

△119人

16区画
（令和３年～令和７年）

43人

整備した住宅用地の販売数
（累計）

社会増減数※（再掲）
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（2）自然と共生し、快適で住みよいまちづくり

現状と課題

生活の利便性を向上する

みやこ町あいのりタクシー 平成筑豊鉄道ことこと列車

施 策

10
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1

・安全で親しみやすい公園として利用されるよ
う、計画的な修繕・更新を行い、公園の適正
管理を行います。
・巨木化や老木化が進んでいる樹木を、公園利
用や隣接する住宅などへの影響が大きい箇
所を重点的に点検・調査し、計画的に剪定や
伐採を行うなど予防保全による適切な管理
を行います
・身近な公園については、地元住民と協働で維
持管理を図ります。

・総合行政ネットワークを活用した情報受発信
の機能強化を図ります。
・国や事業者などと連携して、公衆無線LAN環
境の整備を推進します。

・太陽交通バスや平成筑豊鉄道の維持に向け
た公共交通対策を進めます。
・町内全域で利用可能となった「みやこ町あい
のりタクシー」の更なる認知度の向上と利用
促進を図ります。
・関係機関と連携し、公共交通機関を活用した
PRイベントの実施や乗り継ぎ利便性の向上
を図り、公共交通の利用を促進します。

①公園の適切な整備・
維持管理を行います

②情報通信基盤の充実
と行政サービス効率
化を推進します

③デマンドタクシー※な
どの交通体系の更な
る充実と利用促進を
図ります

用語説明
※デマンドタクシー：指定の場所
から目的地まで予約で運行す
る乗り合いタクシーのこと。本
町では、2013年（平成25年）
に勝山地域で「みやこ町あいの
りタクシー」として導入、2019
年（令和元年）からは町内全域
での利用が可能。

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

1,653人

119,316人

2,200人

120,000人

あいのりタクシーの延べ利用者数

平成筑豊鉄道利用者数
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（3）産業と交流が盛んな活気あるまちづくり

現状と課題

農林業を振興する

白菜畑 森林の間伐

施 策

11
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・新規就農研修生の受け入れや就農時の支援
を行います。
・認定農業者などの育成・確保や営農継続の支
援を行います。

・講習会の開催や新技術の提供、部会活動の
支援など、関係団体と共同で生産技術の向上
を図ります。
・国や県の補助事業を活用し、農業機械や施設
の導入、改修などを推進するとともに、スマー
ト農業※2の導入に取り組みます。
・新規園芸作物生産などの推進、地域特産農産
物の開発及び生産に対する支援を行います。

・農地の多面的機能の維持・発揮のため、地域
による農業用施設の保全活動や営農活動を
支える日本型直接支払制度※3の活用を推進
します。
・耕作放棄地の調査を進め、荒廃農地の発生
防止や改善を図ります。

・地域での被害防止対策体制の確立に向け、駆
除などの担い手確保を図ります。
・有害鳥獣駆除・防除施設の設置、ICT活用に
よる有害鳥獣駆除を促進します。

・健全な森林を維持するために森林整備を推
進します。
・林道や作業路など林業生産基盤の整備を推
進します。
・森林組合や林業団体と連携し、持続的な森林
管理を図ります。

①農業の担い手の確
保・育成を図ります

②生産体制を強化し農
家所得の向上を図り
ます

③農地の維持・確保を
図ります

④有害鳥獣対策を推進
します

⑤荒廃森林対策を推進
します

用語説明
※１地域営農組織：将来の農地
経営、地域農業を維持する
ため集落での営農組織化が
進められている。更なる発展
を求めて、任意組織から法
人化に向けて国の支援も行
われている。

※２スマート農業：ロボット、AI、 
IoTなどの先端技術を活用
した農業生産の研究開発、
社会実装の取り組みのこと。

※３日本型直接支払制度：農業
の持つ多面的機能（国土保
全、水源かん養、自然環境の
保全、景観の保全など）の維
持・発揮のため、地域活動や
営農活動に対して行われる
支援制度のこと。

主要施策・主要事業

成果指標

主要施策 主要事業

指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）
7人

（平成27年～令和元年）

1,275人

1,576ha

537万円

7人
（令和３年～令和７年）

1,200人

2,476ha

376万円

新規就農者数（再掲）

農業従事者数

荒廃森林整備事業実施面積

有害鳥獣による被害額
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（3）産業と交流が盛んな活気あるまちづくり

現状と課題

特産品を活かした魅力づくりを推進する

特産品　帆柱茶 四季犀館でのふるまいの様子

施 策

12

56



1

・特産農林産品の開発（６次産業化）とブランド
化を推進します。
・ブランド商品などの販路拡大に向けた取り組
みを支援します。
・町外のイベントへの積極的な出店や、SNSな
どによる情報発信により認知度向上を図りま
す。
・町を代表する優れた特産品を「特産ブランド
品」として認証し、そのPRと認知度向上を推
進します。

①特産品の開発と情報
発信を推進します

主要施策・主要事業

成果指標

主要施策

指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

1.0億円 1.3億円主要農林特産品の販売額（再掲）

主要事業
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（3）産業と交流が盛んな活気あるまちづくり

現状と課題

商工業を振興する
施策

13

新型コロナ対策を講じた様子 企業連絡協議会における講演の様子

58



1

・既存商店（商店街）の活性化を図ります。
・国や県などと連携し、町内企業の技術高度
化、経営の近代化、経営基盤強化、事業承継
などを支援し、雇用の維持・安定化を図りま
す。

・県企業立地課や企業連絡協議会などと連携
し、企業誘致活動を積極的に行い、新規雇用
の確保を図ります。
・統廃合した公共施設の跡地などを有効活用
し、企業誘致を図ります。
・関係団体などと連携し、起業支援体制の整
備・充実を図ります。

・町内企業と連携し、若者の町内定住に向けた
就業支援制度を設け、魅力ある労働環境づく
りを促進します。
・県と連携し、県内企業との就労マッチングに
取り組みます。

①商工業の振興を図り
ます

②企業誘致・起業支援
を推進します

③就業を支援します

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

２社
（平成27年～令和元年）

５社
（平成27年～令和元年）

２社
（令和３年～令和７年）

5社
（令和３年～令和７年）

企業誘致件数（再掲）

新たな起業数（累計）

59

第
３
章　

基
本
計
画



（3）産業と交流が盛んな活気あるまちづくり

現状と課題

観光を振興する

リニューアルオープンした「じゃぶち森のビレッジ」 多言語パンフレット

施 策

14
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・町の観光資源の魅力を知り、語り、誇り、そし
て観光客をもてなす、観光まちづくりの担い手
の育成を推進します。
・観光客とのつながりを大切にし、交流を続け
ることで、おもてなしの心、互いを受け入れる
心及び互いを思いやる心の醸成を図ります。
・観光客を受け入れるため、ハード面及びソフ
ト面の環境整備を推進し、あわせて、国、県及
び関係する自治体との連携を強化し、観光ま
ちづくりの基盤を整備します。
・観光情報パンフレットなどの多言語化や案内
板の設置、施設のバリアフリー化など様々な
観光客に対応できる受け入れ環境を整備し
ます。

・伊良原ダムやじゃぶち森のビレッジなどを活
用した体験型観光プログラムの開発を行いま
す。

・京築地域と連携した観光ツアーの企画を行
い、観光客誘致を推進します。

・ふるさと納税の返礼品を充実させ、返礼品を
通してみやこ町及びみやこ町ブランドを全国
にPRします。
・町の魅力や観光商品などの情報発信力の強
化を図ります。
・花しょうぶまつり、夏祭り、産業祭などのイベ
ント内容の充実を図ります。

①観光客の受け入れ環
境を整備します

②自然資源の活用や農
林業などの連携により
観光誘客を図ります

③近隣観光地との広域
連携を推進します

④町の魅力や観光商品
などの情報発信によ
り関係人口・交流人
口の拡大を図ります

用語説明
※マーケティングミックス：マー
ケティング戦略全体の中で
「実行戦略」と位置づけられ
る。構成要素である製品
（Product）、価格（Price）、流
通（Place）、およびプロモー
ション（Promotion）の頭文字
をとり「4P」とも呼ばれる。

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

1,096千人

7,000人

1,200千人

12,000人

観光入込客数（再掲）

じゃぶち森のビレッジ利用客数
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（3）産業と交流が盛んな活気あるまちづくり

現状と課題

国際交流を推進する

現地の学校との交流（ホームステイ事業） 町の分別収集取り組み事例紹介
グアム（ホゼリオス中学校）

施 策

15
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1

・住民の国際理解の向上や町内在住の外国人
が安心して暮らせる環境づくりのために、みや
こ町国際交流協会が行う国際交流事業を支
援し多文化共生を推進します。

・ホームステイ事業を通じて、言語だけでなく、
外国の歴史や文化、伝統などを一体的に学ぶ
国際理解教育を推進します。

①国際交流の場づくり
を進めます

②国際感覚を持つ人材
の育成を図ります

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

888人 900人国際交流関連事業参加者数
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（4）夢をもち、心豊かな人を育てるまちづくり

現状と課題

子育て支援の充実を図る

乳児健診計測 子育て支援センター　子どもまつり

施 策

16
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・妊産婦の健康管理のために必要な検診や保
健指導の充実を図ります。
・乳幼児健診をはじめ、成長段階（乳児・幼児・
小学生・中学生）に応じた健診事業や相談事
業を実施し、一人ひとりに合わせた切れ目の
ない支援を行います。

・子どもが安心して集える場を確保するととも
に、様々な活動を体験できる環境づくりを進
めます。
・要保護児童や発達に配慮が必要な児童への
きめ細かな支援の充実を図ります。

・就労形態に応じた多様な教育・保育を提供す
るため、教育・保育サービスの更なる充実を
図ります。
・教育・保育の質の維持・向上を図るため、教
育・保育施設に従事する保育士や幼稚園教
諭、放課後児童クラブ指導員の確保を図り、
研修の受講などを促進します。
・町内に3か所ある子育て支援センター（「なか
よしキッズ」、「バンビーノ」、「ぴよぴよキッズ」）
の機能の充実を図ります。
・子育て支援グループのネットワーク化を図り、
地域住民による子育て支援体制の整備を推
進します。
・家庭の状況に応じた各種手当の支給や医療
費の助成、保育料の減免などにより、出産や
子育てに伴う経済的負担の軽減を図ります。

①母子の健康を守る取
り組みを推進します

②子どもがのびやかで
たくましく成長できる
環境をつくります

③安心とゆとりをもって
子育てを楽しめる環
境をつくります

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

95.6％

197人

97.0％

232人

乳幼児健診率

子育て支援センター利用者数
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（4）夢をもち、心豊かな人を育てるまちづくり

現状と課題

子どもの教育環境の充実を図る

小学校プログラミング教室 グアムとの遠隔交流事業

施 策

17
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1用語説明
※ALT：Assistant Language 
Teacherの略。小中学校にお
いて日本人教師を補佐し、生
きた英語を子どもたちに伝え
る英語を母語とする外国人の
こと。

【確かな学力の育成】
・確かな学力の育成を図る教職員研修の充実を図ります。
・家庭・地域と連携した学ぶ意欲と基本的生活習慣の
確立を図ります。
・みやこ町学力向上推進事業を効果的に活用します。
・少人数学級による個性や能力を伸ばす多様な教育活
動を推進します。
・ICT教育を推進します。
【豊かな心の育成】
・道徳の授業改善を図ります。
・好ましい人間関係や望ましい集団をつくる特別活動
の充実を図ります。
・「チーム学校」による生徒指導体制の確立と機能化を
進めます。
・読書に親しみ、豊かな感性や想像力を育てる読書活
動を推進します。
・人権が尊重された学校づくりと学校の組織的な取り
組みを推進します。

【健やかな体の育成】
・児童生徒の体力向上に向けた教育活動を推進します。
・安全・安心な学校給食を提供します。
【特別支援教育の推進】
・児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じる適切な
指導・支援を推進します。
・「通級指導」による指導の充実を図ります。
【信頼される学校づくり】
・地域に開かれた信頼される、魅力ある学校づくりを推
進します。
・家庭や地域との連携・協力による学校づくりを推進し
ます。

・長寿命化計画を踏まえ、学校施設の効率的な維持保
全を図ります。
・子どもが安心して教育を受けられるように保護者の経
済的負担の軽減を図ります。

・保護者が自主的・主体的に親として学習と実践を積み
重ねていけるよう取り組みます。
・様々な体験を通して豊かな感性を持った子どもの育
成を図るため、体験教室を実施します。

①子どもの教育環境の
充実を図ります

②子どもが安全・安心
して教育を受けられ
る環境をつくります

③家庭の教育力の向上
を図ります

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

47.6％
73.0％
29.2％

95.0％
85.0％
50.0％

小学校プログラミング教育（授業）実施率
小学校デジタル教科書活用授業実施率
中学3年生英検（IBA）3級以上の割合
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（4）夢をもち、心豊かな人を育てるまちづくり

現状と課題

社会教育の充実を図る
施策

18

公民館活動（大正琴教室） 子どもへの読み聞かせ

68



1

・生涯学習に関する情報提供の充実を図るとと
もに、社会教育団体などと連携しライフス
テージに応じた学習機会を提供します。
・公民館活動の活性化と地域住民の学習活動
への参画を推進します。
・地域人材を活用した学習内容の充実を図り
ます。
・図書館や歴史民俗博物館など文化施設を活
用した学習活動を推進します。

・図書をはじめとした多様な資料の提供と、快
適な読書環境の整備を図ります。
・インターネットなどを活用した広報活動の充
実を図るとともに、「読書週間」などにちなん
だ各種行事を行います。
・ブックスタートや移動図書館など、学校図書
館や関係機関と連携し、子どもの読書活動を
推進します。

・読書ボランティアなど、人材の育成及び確保
を図ります。
・地域住民の文化活動（ギャラリーなどの利用）
を推進します。

・歴史民俗博物館の体制強化を図り、館内外の
文化資源を活かした企画展や学習支援など
を行います。
・小宮豊隆資料など、全国に誇る歴史文化遺産の
保護・保存と公開・展示、情報発信を行います。

①生涯学習環境の整備
を進めます

②図書館の利用を促進
します

③図書館を活用した地
域文化活動を促進し
ます

④歴史民俗博物館の事
業振興と機能強化を
図ります

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

3.5％

2.7％

178,435冊

8,500人

4.0％

3.0％

144,000冊

10,000人

高齢者大学参加率

女性学級参加率

図書の貸出冊数

歴史民俗博物館利用者数

用語説明
※１レファレンスサービス：図書
館の利用者が学習・調査・研
究するうえで必要な文献お
よび情報について調査援助
すること。

※２ブックスタート：町が行う乳
児健診などの機会に「絵本」
と「赤ちゃんと絵本をたのし
む体験」をプレゼントする活
動のこと。
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（4）夢をもち、心豊かな人を育てるまちづくり

現状と課題

スポーツの推進を図る

オセアニアオリンピック委員会（ONOC）.
トレーニングキャンプ

海洋性スポーツ・レクリエーション教室
（カヌー・ヨット教室）

施 策

19

70



・誰でも、いつでも気軽に参加し、楽しむことが
できるスポーツ・レクリエーション活動を推進
します。
・健康づくり、生きがいづくりに向けて、すべて
の年齢層に対して運動の機会を提供します。

・体育協会を中心としてチャンピオンシップス
ポーツ※の振興を図ります。

・スポーツ・レクリエーション指導者の育成を行
います。

・トレーニングに必要な機器について定期的な
点検や更新を行います。
・限られた体育施設を継続して利用できるよう
に維持管理を行います。

①住民主体のスポー
ツ・レクリエーション
活動を推進します

②競技スポーツを振興
します

③指導者の育成・発掘
を行います

④既存の体育施設を有
効活用し健康づくり
を促進します

用語説明
※チャンピオンシップスポーツ：
ある競技の中で最も優れた個
人あるいはチームを決めるた
めに行なわれる大会や試合の
こと。

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

8.2％

1,603人

10.0％

1,600人

スポーツ事業成人参加率

スポーツフェスタ参加者数
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（4）夢をもち、心豊かな人を育てるまちづくり

現状と課題

地域文化の継承と振興を図る

横瀬神楽 三重塔まつり

施 策

20

72



1

・豊前国府跡公園や豊前国分寺跡公園など歴
史公園の有効活用を図ります。
・国指定文化財や国登録文化財をはじめ、国や
県、町指定文化財について普及啓発を図りま
す。

・遺跡を保護するために必要に応じて調査、記
録保存を行います。
・文化財の適切な整備を計画的に進めます。

・伝統文化の保存、継承に向けて、町内の文化
財保持・継承団体を支援します。
・文化協会などによる伝統文化を活かした独自
の地域づくりや文化振興につながる活動や、
自主運営に向けた取り組みを支援します。

①町内の文化財の保存
と活用を推進します

②遺跡・文化財の整備
と広報普及を推進し
ます

③文化団体などの活動
支援による地域文化
を活かした文化振興
事業を推進します

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

１事業 ４事業伝統文化・生活文化を活かした文化事業数
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（5）住民と行政がともに歩むまちづくり

現状と課題

住民と行政との協働を推進する

住民活動団体による観光まちづくりに関する取り組みの検討

施 策

21

74



・地域づくり人材の確保を図り、その安定的な
雇用による地域の活性化を進めるため、受け
皿となる組織（特定地域づくり協同組合など）
づくりを推進します。
・関係人口の増加を図り、地域づくりの担い手
となる地域外人材の確保・育成を促進しま
す。

・地域自治組織・NPO※3・ボランティア団体な
どの住民活動団体が自ら企画し、実施する公
益性のあるまちづくり活動を促進します。
・地域課題の解決に向けて、地域コミュニティと
行政との協働による取り組みを推進します。
・町職員の社会貢献を推奨し、地域活性化の一
翼を担う人材としての活動を支援します。

①地域づくり人材を確
保・育成します

②住民の主体的なまち
づくり活動を支援し
ます

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

０人
（平成28年～令和元年）

５人
（令和３年～令和７年）地域づくり人材数（累計）

用語説明
※１地縁型コミュニティ：町会、
自治会のように土地でつな
がるコミュニティのこと。

※２志縁型コミュニティ：特定の
地域問題の解決や前進に向
け、同一の目的意識によるつ
ながりを基礎として形成さ
れたコミュニティのこと。

※３N PО：「N o n - P r o fit  
O r g a n i z a t i o n」又は
「 N o t - f o r - P r o fi t 
Organizat ion」の略称。
様々な社会貢献活動を行
い、団体の構成員に対し、収
益を分配することを目的とし
ない団体の総称。福祉、教
育・文化、まちづくり、環境、
国際協力など様々な分野で、
社会の多様化したニーズに
応える重要な役割を果たす
ことが期待されている。
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（5）住民と行政がともに歩むまちづくり

現状と課題

開かれた町政を推進する

小学校跡地活用グループ意見交換会 まちづくり構想オープンハウスワークショップ

施 策

22

76



1用語説明
※パブリックコメント：公的な機
関が規則あるいは命令、計画
などの類のものを制定しよう
とするときに、広く公に（=パブ
リック）に、意見・情報・改善案
など（=コメント）を求める手続
のこと。・広報紙や町ホームページ、SNSなどを通じて

行政や地域の情報を分かりやすく提供しま
す。
・行政情報を積極的に公開することで、町政の
透明性と住民の町政への参画意識の向上を
図ります。

・町政への参画機会を提供するため、行政計画
を策定する際には、審議会や委員会において
公募委員枠の設置やパブリックコメントの実
施などを行います。

①行政情報を積極的に
公開します

②住民の町政への参画
機会の充実を図りま
す

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

1,136,637件

13人
（平成28年～令和元年）

1,137,200件

15人
（令和３年～令和７年）

ホームページのアクセス数

審議会や委員会における
公募委員参加延べ人数（累計）
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（5）住民と行政がともに歩むまちづくり

現状と課題

効率的な行政運営を行う
施策

23

オンラインウェブ会議

78



1

・施設整備・運営や行政サービスにおいて、民
間活力の導入を推進します。
・ICT技術の積極的な導入を推進し、効率的な
事務事業、質の高い住民サービスの提供を図
ります。
・新型コロナウイルス感染症などの対策の一環
としてテレワーク※３の仕組みづくりや住民の
役場での手続き簡素化などに取り組みます。

・職員配置の適正化及び効率的な組織再編を
実施します。
・行政職員としての能力向上を図るため、研修
を的確に実施します。
・庁内の意思決定の迅速化と職員の自発性（職
員提案制度の活用など）を促進します。

・広域利用が期待される地域施設の共同管理
などの行政事務の広域共同化に向けた検討
を進めます。

①行政運営の効率化を
推進します

②創造的な人材育成を
推進します

③広域行政を推進しま
す

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

0人

61事業

50人

85事業

テレワーク実施人数

広域連携事業数（累計）

用語説明
※１地方分権一括法：国と地方
の役割分担の明確化、機関
委任事務制度の廃止、国の
関与のルール化などにより、
地方公共団体は自らの判断
と責任のもと、地域の実情に
沿った行政の展開を目指し
たもの。

※２指定管理者制度：公の施設
設置の目的を効果的に達成
するため、2003年（平成15
年）9月に設けられた制度。
その利用に供するための公
の施設について、民間事業
者などが有するノウハウを活
用することにより、住民サー
ビスの質の向上を図ってい
くことを目的としている。

※３テレワーク：勤労形態の一種
で、情報通信技術を活用し
時間や場所の制約を受けず
に柔軟に働く形態のこと。
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（5）住民と行政がともに歩むまちづくり

現状と課題

健全な財政運営を行う

統廃合を行った犀川小学校

施 策

24

80



・中長期財政収支の見通しと数値目標を定期
的に見直します。
・自主財源を確保するため、町税収入の確保や
新たな財源の確保、受益者負担の適正化を
図ります。
・質の高い公共施設などのマネジメントを行い、
PDCAサイクルによる進捗管理を図ります。
・公共施設等総合管理計画や公共施設再配置
計画に基づき、公共施設の統廃合及び跡地
の活用を推進します。
・歳出削減を図るため、人件費や扶助費※１、補
助金などの内容や事務事業を見直すととも
に、特別会計※２などの自立性を促進します。
・基金の適正な運用や町債の適切な活用を図
ります。

①財源の確保と財政の
健全化を推進します

用語説明
※１扶助費：社会保障制度の一
環として、生活困窮者、高齢
者、児童、心身障がい者など
に対して行っている様々な支
援に要する経費のこと。

※２特別会計：特定の事業を区
分したり、特定の歳入歳出を
区別して別個に処理するた
めの会計のこと。本町では、
国民健康保険事業や、介護
保険事業、後期高齢者医療
事業などで設置している。

※３財政力指数：地方公共団体
の財政力を示す指標として
用いられる指数のこと。基準
財政収入額（標準的な地方
税収）を基準財政需要額（行
政事務の必要経費）で割っ
た数値の過去3年間の平均
値。この数値が高いほど、自
主財源の割合が高く、財政
状況に余裕があるとされて
いる。

※４経常収支比率：地方公共団
体の財政構造の弾力性を表
しており、人件費、扶助費、公
債費などの経常的な経費
に、地方税、地方交付税、地
方譲与税などの経常的な収
入がどの程度充当されてい
るかを比率で示している。こ
の比率が高いほど財政構造
が弾力性を失っている（自由
に使えるお金が少ない）こと
を示す。

※５実質公債費比率：地方公共
団体の借入金（地方債）の返
済額（公債費）の大きさを、そ
の地方公共団体の財政規模
に対する割合で表したもの。
この比率が高いほど財政構
造が弾力性を失っている（自
由に使えるお金が少ない）こ
とを示す。

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

0.37

86.8%

4.6％

0.40

85.0％

4.6％

財政力指数※3

経常収支比率※4

実質公債費比率※5
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（5）住民と行政がともに歩むまちづくり

現状と課題

公営企業の安定的な経営を推進する

横瀬浄水場

施 策

25

82



1

・給水普及率の向上のため、新規加入者の促
進などにより水道利用者の増加を図ります。
・適正な料金収入を確保するため、水道料金や
下水道使用料の収納率の向上及び滞納整理
の強化を図ります。
・水道事業や下水道事業の理解促進のため、
経営指標や財務指標などの情報公開を進め
ます。
・水道事業・公共下水道事業・農業集落排水事
業の効率的な運営を進めます。

・収支の改善を通じた経営の基盤強化を図る
とともに、積極的な情報公開を進めます。

①水道事業・下水道事
業の安定的な経営を
推進します

②経営状況の積極的な
情報公開に取り組み
ます

主要施策・主要事業
主要施策 主要事業

用語説明
※１責任水量制：供給契約で結
んだ水量を責任をもって引
き受ける制度。実際に使用
した水量が契約水量より少
ない場合でも契約水量分の
料金を支払う制度。

※２公営企業：「地方公営企業」
と呼ばれる。水道事業、下水
道事業、交通事業、病院事
業などが代表的なものであ
るが、土地造成事業やガス
事業など多種多様な事業が
ある。

※３給水普及率：「現在給水人口
（上水道・簡易水道・専用水
道の給水人口の合計）」の
「給水区域の現在人口」に対
する比率。水道普及率は行
政区域現在人口に対する現
在給水人口の比率である。

成果指標
指標 現状値（令和元年） 目標値（令和７年）

54.9％

150,482千円

82.7％

92,360千円

56.0％

169,467千円

83.1％

92,582千円

給水普及率※３

水道料金収納額

下水道普及率

下水道料金収納額
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計画策定の趣旨1

計画の位置付け2

みやこ町総合計画

み
や
こ
町
耐
震
改
修
促
進
計
画

み
や
こ
町
地
域
防
災
計
画

・・・・・・

み
や
こ
町
健
康
増
進
計
画

み
や
こ
町
地
域
福
祉
計
画

み
や
こ
町
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

国
土
強
靭
化
基
本
計
画

みやこ町
国土強靭化地域計画 調和
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3策定体制

4みやこ町の自然災害に関する特性

（1）風水害

昭和19年
７月12日
昭和20年
９月17日・10月27日
昭和25年
９月１日～16日
昭和26年
10月14日
昭和27年
４月19日
昭和54年
６月２日～30日
昭和55年
８月30日
昭和57年
7月5日
平成３年
９月7日
平成24年
７月11日～14日
平成30年
７月５日～７日

集中豪雨
(台風)

集中豪雨

キジア
台風

ルース
台風

-

集中豪雨

集中豪雨

集中豪雨

台風
19号

集中豪雨

集中豪雨

山崩れ
河川氾濫

洪水

がけ崩れ
洪水

洪水

山林火災
（大火）

洪水

洪水

洪水

風害

がけ崩れ
洪水

がけ崩れ
洪水

喜多良川流域

伊良原

上伊良原ほか

犀川地区全域
（今川・祓川流域）

犀川地区西側山地部

長峡川流域
（勝山黒田地区）

伊良原

伊良原

町全域

町全域

町全域

■みやこ町における既往災害一覧表
発生年月日 原因 災害形態 被災箇所 被害概要

喜多良地区の田圃1/2埋没・
流出、四宮神社流出など
橋梁流出３、道路決壊延べ
500m
死者１、家屋全壊１、浸水30戸、がけ
崩れ5、道路流出18、橋梁流出4他
家屋全半壊56戸、堤防決壊、
橋梁流出、がけ崩れ８他
山林焼失面積400ha、
人的被害などはなし
家屋損壊、浸水、田畑冠水他
（詳細不明）
家屋流出２、床上浸水13、
道路決壊23、橋梁流出他

道路決壊、橋梁流出他

詳細不明

床上浸水11、がけ崩れ16
道路損壊９
家屋全壊１戸、人的被害１人、
床上浸水２、がけ崩れ７
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みやこ町の自然災害に関する特性4
（2）地震

■みやこ町における震度別地震回数表

平成14年
平成15年
平成16年
平成17年
平成18年
平成19年
平成20年
平成21年
平成22年
平成23年
平成24年
平成25年
平成26年
平成27年
平成28年
平成29年
平成30年
平成31年
令和２年

４
０
３
20
６
３
３
７
１
７
３
０
５
４
80
５
３
１
５

０
０
０
６
３
１
０
１
１
０
０
０
０
１
22
１
２
２
０

０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
６
０
０
０
０

０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
２
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
０
３
29
9
4
3
8
2
7
3
0
6
5
110
6
5
3
5

震度 1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 合計

資料：「気象庁震度データベース」(2002年（平成14年）～2020年（令和２年）) 気象庁

88



4
■福岡県西方沖地震による福岡県の被害状況

■みやこ町に存在する活断層の国などにおける評価

資料：「福岡県西方沖を震源とする地震（確定報）」消防庁（2009年（平成21年）6月12日）、
福岡県資料

(1)　西日本地域を対象とした確率論的地震動予測地図
(2)　国（地震調査研究推進本部）による長期評価

北九州市

福岡市

飯塚市

嘉麻市

田川市

みやこ町

その他

計

0

1

0

0

0

0

0

1

3

1,038

2

4

3

0

136

1,186

0

163

0

1

0

0

33

197

3

875

2

3

3

0

103

989

0

141

0

0

0

0

2

143

0

323

0

0

0

0

29

352

5

4,756

79

15

1

0

4,329

9,185

震度：4、非住家被害
（公共建物）9

震度：6弱

震度：5強

震度：5強

震度：4

震度：4

市町村名
人的被害

住家（住居）

全壊 半壊 一部
損壊

棟 棟 棟死者
負傷者
重傷計 軽傷

その他

断層の長さ (km)

マグニチュード

平均的な活動間隔

最新の活動時期

今後30年以内に地震が
発生する確率

23

7.1

不明

4,600年前以後、2,400年以前

0.005％(1)

28

7.2

9,400年～32,000年

28,000年前以後、13,000年以前

ほぼ0-3％(2)

活断層名 小倉東断層 福智山断層帯
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5 地域強靱化の基本的な考え方

（1）地域強靱化の意義

（2）対象とする災害

（3）基本目標

基本目標　

① 人命の保護が最大限図られること
② 町及び社会の重要な機能が致命的な障害を
　 受けず維持されること
③ 住民の財産及び公共施設に係る被害の最小化
④ 迅速な復旧復興

90



5
（4）地域強靱化を推進する上での基本的な方針

①強靱化の取り組み姿勢

 ○ＰＤＣＡサイクルの実施

 ○「基礎体力」の向上

 ○代替性・冗長性の確保

②取り組みの効果的な組み合わせ

 ○ハード対策とソフト対策の適切な組み合わせ

 ○各主体との連携の強化

91

第
４
章
　
み
や
こ
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画



5 地域強靱化の基本的な考え方

 ○「自助」・「共助」・「公助」の適切な組み合わせと官民の連携

③地域の特性に応じた施策の推進

 ○施設などの効率的かつ効果的な維持管理（社会資本の老朽化対策）

 ○地域強靱化の担い手が適切に活動できる環境の整備

 ○女性、高齢者、子ども、障がいのある人、外国人などへの配慮
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6みやこ町の強靱化の現状と課題（脆弱性評価）

（1）脆弱性評価の考え方

（2）事前に備えるべき目標と起きてはならない最悪の
　  事態（リスクシナリオ）の設定

（3）施策分野の設定

施策分野

・事前に備えるべき目標
・起きてはならない最悪
 の事態（リスクシナリオ）
・施策分野の設定

【脆弱性の分析・評価】
・事態回避に向けた施策
  の現状を分析・評価
 （リスクシナリオごと、
  施策分野ごとに整理）

対応方策
の検討

① 行政
② 保健医療・福祉
③ 産業
④ 基盤整備
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みやこ町の強靱化の現状と課題（脆弱性評価）6
事前に備えるべき目標 起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）基本目標

①人命の保護が最大限
図られる

②町及び社会の重要な
機能が致命的な障害
を受けず維持される

③住民の財産及び公共
施設に係る被害の最
小化

④迅速な復旧復興

直接死を最大限防
ぐ

救助・救急、医療活
動などが迅速に行
われるとともに、被
災者などの健康・
避難生活環境を確
実に確保する

必要不可欠な行政
機能は確保する
必要不可欠な情報
通信機能・情報サー
ビスは確保する

ライフライン、交通
ネットワークなど
の被害を最小限に
留めるとともに、早
期に復旧させる

経済活動を機能不
全に陥らせない

制御不能な複合災
害・二次災害を発
生させない

社会・経済が迅速
かつ従前より強靱
な姿で復興できる
条件を整備する

地震に起因する建物の大規模な倒壊・火災
などによる多数の死傷者の発生

河川氾濫などに起因する浸水による多数の
死傷者の発生

大規模な土砂災害などによる多数の死傷者
の発生

情報伝達の不備や防災リテラシー教育の不
足、避難の遅れによる多数の死傷者の発生

被災地における水・食料など、生命に関わる
物資供給の長期停止

消防などの被災による救助・救急活動の停滞

被災地における医療機能の麻痺

被災地における疫病・感染症の大規模発生

劣悪な避難生活環境、不十分な健康管理による
多数の被災者の健康状態の悪化・死者の発生

行政機関の職員・施設の被災、関係機関間の連
携・支援体制の不備による行政機能の大幅な低下

情報通信の麻痺・長期停止などによる災害・
防災情報の伝達不能

上水道などの長期にわたる供給停止

汚水処理施設などの長期にわたる機能停止

交通インフラの長期にわたる機能停止

防災インフラの長期にわたる機能不全

サプライチェーンの寸断などによる経済活
動の機能不全

食料などの安定供給の停滞

ため池、防災インフラ、天然ダムなどの損壊・機能不全
や堆積した土砂などの流出による多数の死傷者の発生

有害物質の大規模な流出・拡散による被害
の拡大

農地・森林などの被害による地域の荒廃

災害廃棄物の処理停滞による復旧・復興の
大幅な遅れ

復旧を支える人材などの不足、より良い復興に向け
たビジョンの欠如などにより復興できなくなる事態

貴重な文化財や環境的資産の喪失、コミュニティ
の崩壊などによる有形・無形の文化の衰退・喪失

仮設住宅などの整備が進まず復興が大幅に
遅れる事態

1-1

1-2

1-3

1-4

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

3-1

4-1

5-1

5-2

5-3

5-4

6-1

6-2

7-1

7-2

7-3

8-1

8-2

8-3

8-4

1

2

3

4

5

6

7

8
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6
（4）脆弱性の分析・評価の手順

１　「最悪の事態が発生する要因」の洗い出し

２　脆弱性の現状調査・分析

３　脆弱性の課題の検討・評価
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みやこ町の強靱化の現状と課題（脆弱性評価）6
（5）脆弱性評価結果

 ○各主体との連携強化が必要

 ○ハード対策とソフト対策の適切な組み合わせが必要

 ○代替性・冗長性の確保が必要

 ○地域強靱化に向けた継続的な取り組みが必要

96



強靱化施策の推進方針 7
（1）施策推進に当たっての目標値の設定

（2）リスクシナリオごとの強靱化施策の推進方針

目標 1 直接死を最大限防ぐ

※特定建築物：1981年（昭和56年）
以前の建築物のうち学校、体育館、
病院、老人ホーム、百貨店その他不
特定多数の者が利用する建築物で
一定の規模以上の建築物など

〇住宅、特定建築物※の耐震化【総務課、建築課、都市整備課、教育委員会　
　生涯学習課】

〇学校施設の耐震化【教育委員会学校教育課】

〇社会福祉施設などの耐震化【保険福祉課、子育て・健康支援課】

地震に起因する建物の大規模な倒壊・火災などによる
多数の死傷者の発生１－１　
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〇激甚な水害が発生した地域などにおいて集中的に実施する災害対策
　【都市整備課】

〇気候変動の影響を踏まえた治水対策の推進【都市整備課】

〇洪水ハザードマップの作成【総務課】

〇水害対応タイムラインの作成【総務課】

〇適切な避難情報の発令【総務課】

7 強靱化施策の推進方針

〇応急危険度判定体制の整備【総務課、建築課】

〇大規模盛土造成地の把握【都市整備課】

河川氾濫などに起因する浸水による
多数の死傷者の発生１－2　
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〇激甚な土砂災害が発生した地域における再度災害防止対策の集中的実施
　【都市整備課】

〇人家や公共施設などを守るための土砂災害対策の推進【都市整備課】

〇治山施設の整備【農林業振興課、都市整備課】

〇土砂災害に対するハザードマップの作成、避難体制の強化【総務課】

〇指定避難所及び避難所以外避難者の支援体制
【総務課、子育て・健康支援課、保険福祉課】

〇避難行動要支援者の避難支援【総務課、子育て・健康支援課、保険福祉課】

〇福祉避難所への避難体制の整備の促進
　【総務課、子育て・健康支援課、保険福祉課】

7

大規模な土砂災害などによる多数の死傷者の発生１－3

情報伝達の不備や防災リテラシー教育の不足、
避難の遅れによる多数の死傷者の発生１－4

99

第
４
章
　
み
や
こ
町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画



〇外国人に対する支援【観光まちづくり課】

〇防災教育の推進【教育委員会学校教育課】

〇避難行動などの教訓の広報啓発【総務課】

強靱化施策の推進方針

〇公助による備蓄・調達の推進【総務課】

〇自助・共助による備蓄の促進【総務課】

〇消防団の充実強化【総務課】

〇自主防災組織の充実強化【総務課】

7

目標 2
救助・救急、医療活動が迅速に行われると
ともに、被災者などの健康・避難生活環境を
確実に確保する

被災地における水・食料など、生命に関わる
物資供給の長期停止２－１　

消防などの被災による救助・救急活動の停滞２－２　
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7

〇保健医療調整本部の設置【子育て・健康支援課】

〇疫病のまん延防止【子育て・健康支援課】

〇健康管理体制の構築【総務課、子育て・健康支援課】

〇福祉避難所の設置・運営【総務課、保険福祉課、子育て・健康支援課】

〇防災拠点となる公共施設の整備【総務課、財政課、教育委員会生涯学習課】

〇業務継続体制の確保【総務課、財政課】

目標 3 必要不可欠な行政機能は確保する

行政機関の職員・施設の被災、関係機関間の連携・支援
体制の不備による行政機能の大幅な低下３－１　

被災地における医療機能の麻痺２－３　

被災地における疫病・感染症の大規模発生２－４　

劣悪な避難生活環境、不十分な健康管理による多数の
被災者の健康状態の悪化・死者の発生２－５　
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強靱化施策の推進方針

〇各種防災訓練の実施【総務課】

〇受援体制の確保【総務課】

〇災害対策本部設置運営訓練などの実施【総務課】

〇罹災証明の迅速な発行【税務課】

〇情報伝達手段の整備【総務課、財政課】

〇町防災行政無線の運用【総務課】

〇災害・防災情報の利用者による対策促進【総務課】

7

目標 ４ 必要不可欠な情報通信機能・情報サービスは
確保する 

情報通信の麻痺・長期停止などによる災害・防災情報の
伝達不能４－１　
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7

〇水道施設の耐震化推進及び広域連携推進【上下水道課】

〇下水道施設の耐震化（農業集落排水施設含む）【上下水道課】

〇下水道BCPの実効性の確保【上下水道課】

〇農業集落排水施設の老朽化対策【上下水道課】

〇浄化槽の整備【上下水道課】

〇道路の斜面崩落防止対策、盛土のり尻補強【都市整備課】

〇道路橋梁の耐震補強【都市整備課】

目標 ５ ライフライン、交通ネットワークなどの被害を
最小限に留めるとともに、早期に復旧させる 

上水道などの長期にわたる供給停止５－１　

汚水処理施設などの長期にわたる機能停止５－２　

交通インフラの長期にわたる機能停止５－３　
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強靱化施策の推進方針7

〇企業BCPの策定促進【観光まちづくり課】

〇商工業者への事業継続支援【観光まちづくり課】

目標 ６ 経済活動を機能不全に陥らせない

サプライチェーンの寸断などによる経済活動の機能不全６－１　

〇緊急輸送道路の整備【都市整備課】

〇啓開体制の強化【都市整備課】

〇道路の雪寒対策の推進【都市整備課】

〇生活道路の整備【都市整備課】

〇道路施設の老朽化対策【都市整備課】

〇砂防施設などの老朽化対策【都市整備課】

〇治山施設の老朽化対策【都市整備課】

防災インフラの長期にわたる機能不全５－４　
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7
〇事業継続力強化支援計画の策定促進【観光まちづくり課】

〇代替性確保や信頼性を高めるための道路整備【都市整備課】

〇広域的な避難路となる高規格幹線道路などへのアクセス強化【都市整備課】

〇農業水利施設の老朽化対策【都市整備課】

〇農道・林道の整備、保全【都市整備課】

〇ため池の防災・減災対策【都市整備課】

〇大気汚染物質、水質汚濁状況などの常時監視など【住民課】

有害物質の大規模な流出・拡散による被害の拡大７－２　

目標 ７ 制御不能な複合災害・二次災害を
発生させない

ため池、防災インフラ、天然ダムなどの損壊・機能不全や
堆積した土砂などの流出による多数の死傷者の発生７－１　

食料などの安定供給の停滞６－２　
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〇災害廃棄物処理体制の整備【住民課】

強靱化施策の推進方針7

〇地域における農地・農業水利施設などの保全【農林業振興課】

〇荒廃農地対策【農林業振興課】

〇森林の整備・保全【農林業振興課】

〇毒物劇物の流出などの防止【住民課】

農地・森林などの被害による地域の荒廃７－３　

目標 ８ 社会・経済が迅速かつ従前より強靱な姿で
復興できる条件を整備する 

災害廃棄物の処理停滞による復旧・復興の大幅な遅れ８－１　

106



〇防災担当職員などの育成【総務課】

〇建設人材の確保・育成【財政課、建築課、都市整備課、上下水道課】

〇災害ボランティア活動の強化【総務課】

〇地域コミュニティの活性化【観光まちづくり課】

〇被災者など支援制度の周知【保険福祉課】

〇貴重な文化財の喪失対策【教育委員会生涯学習課】

〇建設型応急仮設住宅の供給体制の整備【建築課】

〇公的賃貸住宅や借上型応急仮設住宅の提供体制の整備【建築課】

7
復旧を支える人材などの不足、より良い復興に向けた
ビジョンの欠如などにより復興できなくなる事態８－２　

貴重な文化財や環境的資産の喪失、コミュニティの
崩壊などによる有形・無形の文化の衰退・喪失８－３

仮設住宅などの整備が進まず復興が大幅に遅れる事態８－４
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（3）施策分野ごとの強靱化施策の推進方針

7 強靱化施策の推進方針

直接死を最大限
防ぐ

救助・救急、医
療活動が迅速に
行われるととも
に、被災者など
の健康・避難生
活環境を確実に
確保する

地震に起因する建物の
大規模な倒壊・火災な
どによる多数の死傷者
の発生

河川氾濫などに起因す
る浸水による多数の死
傷者の発生

大規模な土砂災害など
による多数の死傷者の
発生

情報伝達の不備や防災
リテラシー教育の不足、
避難の遅れによる多数
の死傷者の発生

被災地における水・食料
など、生命に関わる物資
供給の長期停止

消防などの被災による
救助・救急活動の停滞

被災地における医療機
能の麻痺
被災地における疫病・感
染症の大規模発生
劣悪な避難生活環境、不
十分な健康管理による
多数の被災者の健康状
態の悪化・死者の発生

事前に備えるべき
目標 施策 再掲

最悪の事態
（リスクシナリオ）

施策レベル
施策分野の設定

基
盤
整
備

産
業

保
健
医
療
・
福
祉

行
政

１ ２ ３ ４

1-1)

1-2)

1-3）

1-4)

2-1)

2-2)

2-3)

2-4)

2-5)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1

2

住宅、特定建築物の耐震化

学校施設の耐震化

社会福祉施設などの耐震化

応急危険度判定体制の整備

大規模盛土造成地の把握
激甚な水害が発生した地域などにおいて集中的
に実施する災害対策
気候変動の影響を踏まえた治水対策の推進

洪水ハザードマップの作成

水害対応タイムラインの作成

適切な避難情報の発令
激甚な土砂災害が発生した地域における再度災
害防止対策の集中的実施
人家や公共施設などを守るための土砂災害対策
の推進

治山施設の整備
土砂災害に対するハザードマップの作成、避難体
制の強化

指定避難所及び避難所以外避難者の支援体制

避難行動要支援者の避難支援

福祉避難所への避難体制の整備の促進

外国人に対する支援

防災教育の推進

避難行動などの教訓の広報啓発

公助による備蓄・調達の推進

自助・共助による備蓄の促進

消防団の充実強化

自主防災組織の充実強化

保健医療調整本部の設置

疫病のまん延防止

健康管理体制の構築

福祉避難所の設置・運営

2-3)

2-3)

2-3)

5-4)、7-1)

5-1)、5-4)、7-1)

1-3)

5-4)、7-1)

5-4)、7-1)

7-1)

1-1)、1-2)、1-3)

1-1)、1-2)、1-3)

1-1)、1-2)、1-3)

1-1)、1-2)、1-3)

1-1)、1-2)、1-3)

1-1)

1-1)、1-2)、1-3)、1-4)

2-4)、2-5)

2-5)

2-3)、2-4)
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7

必要不可欠な
行政機能は確
保する 

必要不可欠な
情報通信機能・
情報サービスは
確保する 

ライフライン、交
通ネットワーク
などの被害を最
小限に留めると
ともに、早期に
復旧させる 

行政機関の職員・施設
の被災、関係機関間の
連携・支援体制の不備
による機能の大幅な低
下

情報通信・放送ネット
ワークの麻痺・長期停
止などによる災害・防災
情報の伝達不能

上水道などの長期にわ
たる供給停止

汚水処理施設などの長
期にわたる機能停止

交通インフラの長期に
わたる機能停止

防災インフラの長期に
わたる機能不全

事前に備えるべき
目標 施策 再掲

最悪の事態
（リスクシナリオ）

施策レベル
施策分野の設定

基
盤
整
備

産
業

保
健
医
療
・
福
祉

行
政

１ ２ ３ ４

3-1)

4-1)

5-1)

5-2)

5-3)

5-4)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

3

4

5

防災拠点となる公共施設の整備

業務継続体制の確保

各種防災訓練の実施

受援体制の確保

災害対策本部設置運営訓練などの実施

罹災証明の迅速な発行

情報伝達手段の整備

町防災行政無線の運用

災害・防災情報の利用者による対策促進

水道施設の耐震化推進及び広域連携推進

下水道施設の耐震化（農業集落排水施設含む）

下水道ＢＣＰの実効性の確保

農業集落排水施設の老朽化対策

浄化槽の整備

道路の斜面崩落防止対策、盛土のり尻補強

道路橋梁の耐震補強

緊急輸送道路の整備

啓開体制の強化

道路の雪寒対策の推進

生活道路の整備

道路施設の老朽化対策（戦略的な維持管理・更新）

砂防施設などの老朽化対策（戦略的な維持管理・更新）

治山施設の老朽化対策

1-1)、1-2)、1-3)、1-4)

2-1)、2-2)、2-3)、2-4)、2-5)

1-2)、1-3)

1-1)、1-2)、1-3)、1-4)

1-1)、1-2)、1-3)、1-4)

1-1)、1-2)、1-3)、1-4)

2-1)、6-2)

2-4)

2-4)

2-4)

2-4)
1-1)、1-2)、1-3)、2-1)、2-2)、
2-3)、5-4)、6-1)、6-2)、8-1)
1-1)、2-1)、2-2)、2-3)、5-4)、
6-1)、6-2)、8-1)
1-1)、1-2)、1-3)、2-1)、2-2)、
2-3)、5-4)、6-1)、6-2)、8-1)
1-1)、1-2)、1-3)、2-1)、2-2)、
2-3)、5-4)、6-1)、6-2)、8-1)
1-4)、5-4)

1-1)、1-2)、1-3)、2-1)、2-2)、
2-3)、5-4)
1-1)、1-2)、1-3)、2-1)、2-2)、
2-3)、5-3)、6-1)、6-2)、8-1)

1-3)、7-1)

1-3)、7-1)
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7

経済活動を機能
不全に陥らせな
い

制御不能な複
合災害・二次災
害を発生させな
い

社会・経済が迅
速かつ従前より
強靱な姿で復興
できる条件を整
備する 

サプライチェーンの寸断
などによる経済活動の機
能不全

食料などの安定供給の
停滞

ため池、防災インフラ、天然
ダムなどの損壊・機能不全
や堆積した土砂などの流出
による多数の死傷者の発生

有害物質の大規模な流
出・拡散による被害の拡
大

農地・森林などの被害に
よる地域の荒廃

災害廃棄物の処理停滞によ
る復旧・復興の大幅な遅れ
復旧を支える人材などの
不足、より良い復興に向
けたビジョンの欠如など
により復興できなくなる
事態

貴重な文化財や環境的
資産の喪失、コミュニ
ティの崩壊などによる有
形・無形の文化の衰退・
喪失
仮設住宅などの整備が
進まず復興が大幅に遅
れる事態

事前に備えるべき
目標 施策 再掲

最悪の事態
（リスクシナリオ）

施策レベル
施策分野の設定

基
盤
整
備

産
業

保
健
医
療
・
福
祉

行
政

１ ２ ３ ４

6-1)

6-2)

7-1)

7-2)

7-3)

8-1)

8-2)

8-3)

8-4)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

6

7

8

企業ＢＣＰの策定促進

商工業者への事業継続支援

事業継続力強化支援計画の策定促進

代替性確保や信頼性を高めるための道路整備

広域的な避難路となる高規格幹線道路などへのアクセス強化

農業水利施設の老朽化対策

農道・林道の整備、保全

ため池の防災・減災対策

大気汚染物質、水質汚濁状況などの常時監視など

毒物劇物の流出などの防止

地域における農地・農業水利施などの保全

荒廃農地対策

森林の整備・保全

災害廃棄物処理体制の整備

防災担当職員などの育成

建設人材の確保・育成

災害ボランティア活動の強化

地域コミュニティの活性化

被災者など支援制度の周知

貴重な文化財の喪失対策

建設型応急仮設住宅の供給体制の整備

公的賃貸住宅や借上型応急仮設住宅の提供体制の整備

6-2)

6-2)

6-2)
1-1)、1-2)、1-3)、2-1)、2-2)、
2-3)、5-3)、5-4)、6-2)、8-1)
1-1)、1-2)、1-3)、2-1)、2-2)、
2-3)、5-3)、5-4)、6-2)、8-1)

7-1)

5-1)

6-2)、7-1)

1-3)

強靱化施策の推進方針
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（1）計画の推進体制

（2）計画の進捗管理と見直し

8計画推進の方策
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第３次みやこ町総合計画の策定体制1
（1）策定体制

町長
報告

素案提出

調査・審議など

審議結果確認

修正案作成

原案提出

確認・修正

答申諮問

【構成】 学識経験者、関係機関および
　　　 団体職員、住民
【役割】 総合計画に関する調査・審議

【構成】 副町長、教育長、課長職
【役割】 総合計画の策定に関する基本的事項
　　　 の検討、総合的な事項の審議・決定

【構成】 各課の参事、課長補佐（所長）及び係長
【役割】 計画策定に必要な事項の調査・研究、
　　　 原案の作成

議会

総合計画審議会

総合計画策定委員会

プロジェクト委員会（部会）

総務部会

●構成（関係課）
　総務課
　行政経営課
　財政課
　税務課
　会計課
　総合行政委員会

●役割
 ・素案作成
 ・施策立案

環境・福祉部会

●構成（関係課）
　住民課
　子育て・健康支援課
　保険福祉課
　上下水道課
　

●役割
 ・素案作成
 ・施策立案

産業・建設部会

●構成（関係課）
　観光まちづくり課
　農林業振興課
　建築課
　都市整備課
　農業委員会

●役割
 ・素案作成
 ・施策立案

教育部会

●構成（関係課）
　学校教育課
　生涯学習課
　

●役割
 ・素案作成
 ・施策立案
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1
（2）策定経過

（3）みやこ町総合計画審議会委員名簿

実施日 会議などの名称 主な協議内容
  ７月  １日～
        15日
  ５月19日
  
  ６月16日～
　　 24日
  ７月 14日
  
  ７月 29日

  ８月  ３日～
　　　４日
  ８月28日

  ９月  ９日

  ９月18日～
10月20日
11月19日～
        20日
11月30日

12月14日

12月21日

  ２月25日
  
  ３月26日

  ４月  １日～
        30日
  ５月  ６日

  ５月17日

  ５月18日

令和元年

令和２年
　

令和３年

住民アンケート

トップヒアリング

各課ヒアリング

第１回みやこ町総合計画部会・
　策定委員会全体会（書面開催）
第１回みやこ町総合計画審議会
みやこ町総合計画審議会への諮問
住民ワークショップ

第２回みやこ町総合計画策定に係る
　　　部会（書面開催）
第２回みやこ町総合計画策定委員会
　　　（書面開催）
第２回みやこ町総合計画審議会
　　　（書面開催）
第３回みやこ町総合計画策定に係る
　　　部会
第３回みやこ町総合計画策定委員会
　　　（書面開催）
第３回みやこ町総合計画審議会

第４回みやこ町総合計画策定に係る
　　　部会（書面開催）
第４回みやこ町総合計画策定委員会
　　　（書面開催）
第４回みやこ町総合計画審議会

パブリックコメント

第５回みやこ町総合計画部会・
　　　策定委員会全体会（書面開催）
第５回みやこ町総合計画審議会
　　　（書面開催）
みやこ町総合計画審議会からの答申

・住みよさ、まちづくりの評価
・まちの将来像など
・これからのまちづくりなど

・第２次総合計画主要事業
・第３次総合計画について
・第３次総合計画策定概要
・基礎調査結果、スケジュール
・第３次総合計画策定概要
・基礎調査結果、スケジュール
・重点プロジェクト案について

・ワークショップ、第２次KPI結果
・重点、施策、分野別主要施策
・ワークショップ、第２次KPI結果
・重点、施策、分野別主要施策
・ワークショップ、第２次KPI結果
・重点、施策、分野別主要施策
・基本構想、基本計画素案検討

・基本構想、基本計画素案検討

・基本構想、基本計画素案検討

・総合計画（案）検討

・総合計画（案）検討

・総合計画（案）検討

・総合計画（案）について

・パブコメ報告
・総合計画策定について
・パブコメ報告
・総合計画策定について

分類 所属など 氏名
北九州市立大学 地域戦略研究所　教授
北九州市立大学 法学部　准教授
みやこ町教育委員会　委員
みやこ町農業委員会　会長
みやこ観光まちづくり協会　会長
みやこ町保育協会　会長
みやこ町商工会　女性部長
みやこ町区長会　会長
みやこ町区長会　副会長
社会福祉法人 みやこ町社会福祉協議会　会長
福岡京築農業協同組合 女性部犀川支部　部長
みやこ町体育協会　会長
みやこ町住民
みやこ町住民

学識経験者

関係機関及び
団体の職員

公募による者

内田　晃 （審議会会長）
横山　麻季子 （審議会副会長）
原田　直美
嶋田　光雄
田中　厚一
西郷　信行
柿本　恵美
是則　直幹 （令和２年度）
水口　勉 （令和３年度）
中尾　文俊
山下　成子
中村　彰夫
馬場　徹
中原　裕美余
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第３次みやこ町総合計画の策定体制1
（4）みやこ町総合計画審議会への諮問

２み行第５６３号
令和２年７月２９日

みやこ町総合計画審議会
会長　内田　晃　様

みやこ町長　井 上　幸 春

第３次みやこ町総合計画策定について（諮問）

　本町は、平成18年３月に３町が合併し、みやこ町として町制を施行
しました。平成28年３月には、第２次となる総合計画を策定し、まち
の将来像である「わたしたちが未来を創り　人と自然が輝きつづける
みやこ町」の実現に向けた施策を推進してきました。
　合併から14年が経過した現在、社会は人口減少時代に突入し、少
子高齢化や高度情報化の進展、環境問題の顕在化などとともに、社
会構造は大きな転換期を迎えています。
　こうした社会潮流の変化や本町の地域特性を踏まえつつ、新たな
賑わいづくりを進めるとともに、持続可能なまちづくりや地域経営の
指針となる第３次総合計画を策定するため、みやこ町総合計画審議
会設置条例第２条の規定に基づき、下記のとおり諮問します。

記

（１）第３次みやこ町総合計画策定について調査・審議
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1
（5）みやこ町総合計画審議会からの答申

令和３年５月１８日

みやこ町長　井上　幸春　様

みやこ町総合計画審議会
会長　内田　晃

第３次みやこ町総合計画について（答申）

　令和２年７月２９日付け２み行第５６３号で諮問のあった第３次み
やこ町総合計画について慎重に審議を重ねた結果、みやこ町総合計
画審議会設置条例第２条の規定により適切であると認め、下記意見
を付して答申します。

記

１．本計画の推進にあたっては、社会情勢や住民ニーズなどを勘案し
　 効率的な行財政運営を図り、効果的な事業の実施に努めること。

２．本計画の進捗については、ＰＤＣＡに基づき、事業の検証・見直し
　 を行うとともに、的確な公表を行うこと。

３．本審議会からの提言などは、事業の重要度を考慮しつつ、実施計
　 画の策定においてその意を十分に尊重されたい。
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2 住民アンケート調査結果

（1）調査概要
①調査目的

②調査方法

③調査期間

④調査対象者

⑤配布・回収状況

（2）集計結果
①あなたご自身について

ご回答いただいている方の年齢をお答えください。

配布数 回収数 回収率

3,000 1,045 34.8％

あなたの性別をお答えください。

47.8% 51.5% 

0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 女性 不明・無回答 
単数回答、母数=1,045

単数回答、母数=1,045

0.7% 

5.3
% 8.0% 14.7% 17.4% 28.9% 24.4% 

0.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

19歳以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 不明・無回答 

問1

問2
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2

単数回答、母数=1,045

単数回答、母数=1,045

4.2% 

5.0
% 28.5% 4.3

% 16.7% 

1.1% 

12.6% 22.7% 3.7
%

1.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

農林業 自営業 会社員（会社役員含む） 公務員 パート・アルバイト 

28.8% 16.5% 7.2% 

1.1% 

7.2% 

2.2% 

11.3% 25.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

町内（自営含む）行橋市 苅田町 築上町 北九州市 田川市（田川郡） その他 不明・無回答 

学生 専業主婦（主夫） 無職（年金受給含む） その他 不明・無回答

単数回答、母数=1,045

単数回答、母数=1,045

単数回答、母数=1,045

9.9% 30.9% 44.8% 10.5% 

2.8% 

1.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

単身
（ひとり住まい）

夫婦のみ 親・子の
二世代

親・子・孫の
三世代

その他 不明・無回答 

1.7% 

4.6
%
6.3
% 12.4% 13.4% 60.7% 

0.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

１年未満 １～４年 ５～９年 10～19年 20～29年 30年以上 不明・無回答 

86.3% 6.1% 3.7%

2.4% 

1.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

自己（家族）所有 公営の賃貸住宅 民営の賃貸住宅 その他 不明・無回答 

あなたの職業をお答えください。問3

あなたの通勤・通学地をお答えください。問4

現在の家族構成はどれにあてはまりますか。問5

あなたは、みやこ町に何年お住まいですか。問6

現在のお住まいは、次のうちどれにあたりますか。問7
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2 住民アンケート調査結果

②現在のみやこ町の住みやすさについて

単数回答、母数=1,045

単数回答、母数=1,045

34.1% 32.6% 32.5% 

0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

犀川地区 勝山地区 豊津地区 不明・無回答 

7.2% 51.8% 23.0% 6.4
% 10.6% 

1.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

大変住みよい まあまあ住みよい やや住みにくい 大変住みにくい どちらともいえない 不明・無回答 

複数回答、母数=1,045

33.0% 
9.6% 

35.8% 
65.5% 

4.0% 
7.3% 

24.5% 
2.0% 
5.7% 
3.5% 
9.8% 

3.0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

近所づきあいや人間関係が豊かである
子育てしやすい環境である

治安が良い
自然環境に恵まれている
教育環境に恵まれている

物価が安い
行橋市・北九州市など都市に近い

交通の便がよい
買い物等の日常生活が便利である
スポーツ文化施設が整備されている

住宅環境がよい
その他

複数回答、母数=1,045

6.8% 
9.2% 

5.5% 
2.5% 
1.3% 
5.0% 

43.0% 
73.0% 

56.1% 
10.0% 

5.1% 
6.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 

近所づきあいや人間関係が悪い
ごみの投棄や公害が多い
子育てしにくい環境である

治安が悪い
自然環境が悪い
教育環境が悪い
働き口が少ない
交通の便が悪い

買い物等の日常生活が不便である
スポーツ文化施設の整備が遅れている

住宅環境が悪い
その他

あなたのお住いの地区はどちらですか。問8

みやこ町の住み心地についてどう感じますか。問9

みやこ町が住みよいと感じる理由は、どのような点ですか。問10

みやこ町が住みにくいと感じる理由は、どのような点ですか。問11
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単数回答、母数=1,045

55.4% 7.7% 35.9% 

1.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

これからも
住み続けたい 

町外に転出したい
（予定がある） 

わからない 不明・無回答 

複数回答、母数=80

17.5% 
17.5% 

6.3% 
1.3% 

6.3% 
7.5% 

5.0% 
0.0% 

3.8% 
12.5% 

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20% 

あなた（夫婦）の仕事の都合

親（子）の仕事の都合

あなたの学校の都合

子どもの学校の都合

住宅の取得（新築・相続等）

結婚のため

出産や療養に伴う一時的な転出

親などの介護のため

親や子ども、その他の親族との同居・近居・別居のため

その他

あなたは、これからもみやこ町に住み続けたいと思いますか。問12

みやこ町から転出するきっかけは何ですか。
※問12で、町外に転出したい（予定がある）と回答した80人を対象

問13
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住民アンケート調査結果2
③みやこ町のまちづくりに対する満足度と、今後の重要度について※最大値を赤字、最小値を青字で表

している。また、各項目の一番上の白
塗りのパーセンテージは各項目の平
均を表している。

各項目の『満足度』について

各項目に対するまちづくりについてどのように感じていますか。問14

非常に満足 まあ満足 どちらでも
ない

やや不満 非常に不満 無回答

基本目標「元気で安心して生活できるまちづくり」 平均 1.3% 17.1% 57.1% 14.2% 3.4% 6.9%
2.5% 32.4% 50.8% 7.6% 1.6% 5.1%
1.5% 15.7% 35.1% 32.4% 9.6% 5.6%
1.1% 17.2% 57.0% 14.1% 2.8% 7.8%
0.9% 10.7% 65.0% 12.2% 2.9% 8.3%
1.1% 12.9% 70.2% 6.5% 1.6% 7.6%
1.3% 22.0% 51.4% 15.5% 2.8% 7.0%
0.9% 8.5% 70.3% 10.8% 2.9% 6.6%

基本目標「自然と共生し、快適で住みよいまちづくり」 平均 4.1% 23.3% 34.0% 21.9% 12.2% 4.5%
8.1% 47.3% 23.0% 13.2% 4.5% 3.9%
15.7% 51.5% 24.7% 2.8% 0.8% 4.6%
2.2% 25.7% 33.4% 26.2% 8.6% 3.8%
3.4% 24.1% 44.4% 15.6% 7.7% 4.8%
0.9% 12.2% 46.4% 24.5% 11.5% 4.6%
1.3% 10.3% 53.5% 18.3% 9.2% 7.4%
0.6% 4.9% 23.3% 36.8% 30.7% 3.6%
0.6% 10.2% 23.5% 38.1% 24.4% 3.2%

基本目標「産業と交流が盛んな活気あるまちづくり」 平均 1.7% 9.7% 61.5% 14.7% 5.2% 7.2%
1.5% 9.6% 70.0% 9.0% 2.1% 7.8%
2.7% 19.2% 57.5% 11.6% 2.3% 6.7%
2.4% 11.2% 50.6% 19.6% 9.0% 7.2%
1.3% 4.5% 59.2% 20.2% 7.4% 7.4%
1.0% 8.3% 59.5% 16.9% 7.0% 7.3%
1.9% 8.6% 61.5% 15.7% 5.5% 6.8%
0.9% 6.8% 72.2% 9.6% 3.1% 7.5%

基本目標「夢をもち、心豊かな人を育てるまちづくり」 平均 2.3% 17.9% 61.6% 8.7% 2.8% 6.8%
3.1% 20.7% 53.7% 11.0% 4.2% 7.4%
2.6% 19.0% 56.0% 11.3% 4.2% 6.9%
1.8% 15.1% 66.3% 7.9% 2.1% 6.7%
1.6% 16.1% 65.6% 8.0% 2.0% 6.7%
2.3% 18.4% 66.4% 5.3% 1.3% 6.3%

基本目標「住民と行政がともに歩むまちづくり」 平均 1.2% 12.4% 67.5% 9.3% 2.2% 7.4%
1.1% 12.4% 66.0% 11.2% 2.5% 6.8%
0.9% 8.0% 69.5% 11.1% 2.9% 7.7%
2.4% 26.1% 56.4% 7.0% 1.5% 6.6%
0.6% 9.3% 75.3% 5.9% 1.2% 7.7%
1.0% 8.8% 72.7% 7.9% 1.5% 8.0%
1.4% 9.6% 65.3% 12.3% 3.6% 7.8%

32 広域行政・広域連携の推進
33 健全な財政運営や行財政改革の推進

㉗ 遺跡・地域文化の保護・継承

㉘ 地域活動・住民団体への支援
㉙ 町政への住民参加
㉚ ホームページや広報誌での情報発信
㉛ 男女共同参画の推進

㉒ 国際交流の推進

㉓ 子育て支援の充実
㉔ 学校教育の充実
㉕ 生涯学習の振興
㉖ スポーツの振興

⑰ 特産品の充実
⑱ 有害鳥獣対策の推進
⑲ 起業支援や企業誘致の推進
⑳ 移住・定住の推進
㉑ 観光振興とＰＲ

⑫ 身近な公園の整備
⑬ インターネット、Wi-Fiスポットの整備
⑭ 公共交通の充実
⑮ 日常の買い物のしやすさ

⑯ 農林業の振興

⑦ 消費生活の相談体制充実

⑧ ごみ処理、リサイクルの取組み
⑨ 自然環境の豊かさ
⑩ 道路（国道、県道、町道）の整備、安全性
⑪ 上水道・下水処理施設の整備

② 医療体制の充実
③ 介護サービスの充実
④ 障がい者福祉の充実
⑤ 人権尊重社会の推進
⑥ 防犯・防災対策の充実

① 生活習慣病予防など健康づくりの推進

満足度（割合）
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2

重要 やや重要 どちらでも
ない

やや重要
ではない

重要
ではない

無回答

重要度（割合）

基本目標「元気で安心して生活できるまちづくり」 平均 33.2% 30.8% 23.5% 1.3% 0.5% 10.7%
29.6% 35.6% 21.3% 1.1% 1.0% 11.4%
50.8% 29.4% 9.2% 0.8% 0.3% 9.6%
42.9% 30.3% 15.2% 0.9% 0.2% 10.5%
30.0% 34.2% 23.6% 0.8% 0.7% 10.7%
21.7% 25.6% 38.6% 1.8% 1.1% 11.2%
39.1% 31.6% 18.1% 0.7% 0.2% 10.3%
18.1% 29.3% 38.4% 2.9% 0.3% 11.1%

基本目標「自然と共生し、快適で住みよいまちづくり」平均 32.5% 33.9% 22.9% 1.4% 0.7% 8.6%
32.8% 41.1% 16.1% 0.9% 0.6% 8.6%
25.5% 35.9% 26.5% 1.8% 0.9% 9.5%
37.3% 38.7% 15.0% 1.0% 0.0% 8.0%
28.5% 33.3% 27.6% 1.4% 0.8% 8.4%
18.4% 30.8% 37.6% 3.1% 1.3% 8.8%
22.0% 26.9% 37.9% 1.8% 1.3% 10.0%
48.5% 31.5% 11.3% 0.5% 0.4% 7.8%
46.9% 32.9% 11.5% 0.6% 0.6% 7.6%

基本目標「産業と交流が盛んな活気あるまちづくり」 平均 19.9% 27.5% 39.4% 1.4% 0.9% 11.0%
15.3% 26.1% 43.7% 1.5% 0.8% 12.5%
18.9% 32.5% 35.1% 1.3% 1.0% 11.2%
27.2% 30.4% 30.7% 0.9% 0.1% 10.7%
24.2% 26.6% 36.7% 0.8% 0.6% 11.1%
24.1% 29.1% 34.7% 0.8% 0.6% 10.7%
18.5% 27.6% 41.7% 1.0% 1.0% 10.3%
10.9% 20.2% 52.7% 3.5% 2.3% 10.3%

基本目標「夢をもち、心豊かな人を育てるまちづくり」 平均 25.1% 30.1% 32.6% 1.2% 0.9% 10.1%
35.1% 29.9% 23.4% 0.8% 0.5% 10.3%
36.7% 28.6% 23.7% 0.5% 0.4% 10.0%
21.2% 31.4% 35.4% 1.2% 0.6% 10.1%
15.9% 31.0% 40.1% 1.6% 1.1% 10.2%
16.3% 29.9% 40.2% 2.1% 1.9% 9.7%

基本目標「住民と行政がともに歩むまちづくり」 平均 15.3% 29.8% 41.9% 1.4% 0.9% 10.7%
13.8% 33.6% 39.2% 2.3% 0.7% 10.4%
12.5% 32.6% 41.9% 1.2% 0.8% 10.9%
16.7% 31.9% 38.9% 1.3% 1.0% 10.2%
8.7% 24.6% 52.8% 1.6% 1.4% 10.8%
12.8% 27.6% 46.4% 1.1% 1.0% 11.2%
27.3% 28.7% 32.4% 0.6% 0.4% 10.6%

32 広域行政・広域連携の推進
33 健全な財政運営や行財政改革の推進

㉗ 遺跡・地域文化の保護・継承

㉘ 地域活動・住民団体への支援
㉙ 町政への住民参加
㉚ ホームページや広報誌での情報発信
㉛ 男女共同参画の推進

㉒ 国際交流の推進

㉓ 子育て支援の充実
㉔ 学校教育の充実
㉕ 生涯学習の振興
㉖ スポーツの振興

⑰ 特産品の充実
⑱ 有害鳥獣対策の推進
⑲ 起業支援や企業誘致の推進
⑳ 移住・定住の推進
㉑ 観光振興とＰＲ

⑫ 身近な公園の整備
⑬ インターネット、Wi-Fiスポットの整備
⑭ 公共交通の充実
⑮ 日常の買い物のしやすさ

⑯ 農林業の振興

⑦ 消費生活の相談体制充実

⑧ ごみ処理、リサイクルの取組み
⑨ 自然環境の豊かさ
⑩ 道路（国道、県道、町道）の整備、安全性
⑪ 上水道・下水処理施設の整備

② 医療体制の充実
③ 介護サービスの充実
④ 障がい者福祉の充実
⑤ 人権尊重社会の推進
⑥ 防犯・防災対策の充実

① 生活習慣病予防など健康づくりの推進

各項目の『今後の重要度』について
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2 住民アンケート調査結果

項目 満足度加重平均
【満足度ランキング上位】

⑨ 自然環境の豊かさ
⑧ ごみ処理、リサイクルの取組み
① 生活習慣病予防など健康づくりの推進
㉚ ホームページや広報誌での情報発信
㉗ 遺跡・地域文化の保護・継承
⑰ 特産品の充実
㉓ 子育て支援の充実
㉖ スポーツの振興
㉕ 生涯学習の振興
⑤ 人権尊重社会の推進

0.82
0.43
0.28
0.22
0.16
0.09
0.08
0.08
0.07
0.06

項目 満足度加重平均

② 医療体制の充実
⑭ 公共交通の充実
⑮ 日常の買い物のしやすさ
③ 介護サービスの充実
⑩ 道路（国道、県道、町道）の整備、安全性
⑥ 防犯・防災対策の充実
⑧ ごみ処理、リサイクルの取組み
㉔ 学校教育の充実
㉓ 子育て支援の充実
① 生活習慣病予防など健康づくりの推進

1.43
1.38
1.35
1.28
1.22
1.21
1.15
1.12
1.10
1.03

項目 満足度加重平均

⑭ 公共交通の充実
⑮ 日常の買い物のしやすさ
⑫ 身近な公園の整備
② 医療体制の充実
⑲ 起業支援や企業誘致の推進
⑬ インターネット、Wi-Fiスポットの整備
⑱ 有害鳥獣対策の推進
⑳ 移住・定住の推進
㉑ 観光振興とＰＲ
⑩ 道路（国道、県道、町道）の整備、安全性

-0.96
-0.78
-0.35
-0.35
-0.30
-0.26
-0.23
-0.22
-0.15
-0.14

項目 満足度加重平均

㉒ 国際交流の推進
㉛ 男女共同参画の推進
32 広域行政・広域連携の推進
⑯ 農林業の振興
㉙ 町政への住民参加
㉗ 遺跡・地域文化の保護・継承
㉘ 地域活動・住民団体への支援
㉖ スポーツの振興
⑫ 身近な公園の整備
㉑ 観光振興とＰＲ

0.38
0.42
0.57
0.61
0.62
0.63
0.64
0.66
0.68
0.69

【満足度ランキング下位】

【重要度ランキング上位】 【重要度ランキング下位】

【満足度・重要度ランキング】

【満足度と重要度のクロス表】

満足度加重平均＝{(「非常に満足」の回答数×2)＋(「まあ満足」の回答数×1)＋
　　　　　　　　(「どちらでもない」の回答数×0)＋(「やや不満」の回答数×（-1）)＋
　　　　　　　　(「非常に不満」の回答数×（-2）)}÷「不明を除く回答数」

住民の満足度が高いが、重要度が低
い項目で、満足度を維持していく必要
がある分野。

住民の満足度が高く、かつ重要度も
高い項目で、成果が現れている分野で
あり、重点的に維持していく必要があ
る分野。

住民の満足度が低く、かつ重要度も
低い項目。満足度を高めていく必要が
ある分野。

住民の満足度が低いが、重要度が高
い項目で、満足度を維持していく必要
がある分野。

重点改善分野
（満足度低×重要度高）

改善分野
（満足度低×重要度低）

重点維持分野
（満足度高×重要度高）

維持分野
（満足度高×重要度低）

 

10.0 

30.0 

50.0 

70.0 

90.0 

10.0 30.0 50.0 70.0 90.0 

満
足
度

重要度

満足度低×重要度高

満足度低×重要度低

満足度高×重要度高

満足度高×重要度低

①生活習慣病予防など健康づくりの
　推進

②医療体制の充実 ③介護サービスの充実

④障がい者福祉の充実

⑤人権尊重社会の推進

⑥防犯・防災対策の充実

⑦消費生活の相談体制充実

⑧ごみ処理、リサイクルの取組み

⑨自然環境の豊かさ

⑩道路（国道、県道、町道）の
　整備、安全性

⑪上水道・下水処理施設の整備

⑫身近な公園の整備

⑬インターネット、
　Wi-Fiスポットの整備

⑭公共交通の
　充実

⑮日常の買い物のしやすさ

⑯農林業の振興

⑰特産品の充実

⑱有害鳥獣対策の推進

⑲起業支援や企業誘致の推進

⑳移住・定住の推進

㉑観光振興とＰＲ

㉒国際交流の推進

㉓子育て支援の充実

㉔学校教育の充実

㉕生涯学習の振興

㉖スポーツの振興
㉗遺跡・地域文化の保護・継承

㉘地域活動・住民団体への支援

㉙町政への住民参加

㉚ホームページや広報誌での情報発信

㉛男女共同参画の推進

32広域行政・広域連携の推進

33健全な財政運営や行財政
　改革の推進
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2
④みやこ町の将来像について

⑤地域内の活動について

28.1% 

9.7
%

3.1% 

6.2% 
18.5% 

3.4% 

4.6% 

37.4% 

20.9% 

10.5
%

14.2% 

27.9% 

11.0
%

11.9
%

7.2
%

20.9% 

25.6% 

25.3% 

16.0% 

30.0% 

26.0% 

22.4% 

41.8% 

54.1% 

47.5% 

32.2% 

49.0% 

50.7% 

4.9% 

6.8% 

6.7% 

6.9% 

5.5% 

6.5% 

6.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

祭り・運動会などの地域の行事

学校教育・社会教育に関する活動

青少年の健全育成に関する活動

防災・防犯・交通安全などに関する活

環境美化に関する活動

福祉関連に関する活動

地域の産業振興に関する活動

積極的に
参加している 

たまに
参加している 

参加したことは
ないが、関心はある 

参加したことが
ない 

不明・無回答 
単数回答、母数=1,045

（最も重要だと思うもの１つに◎、その他あなたの考えに近いものに２つまで○）

将来、みやこ町はどのような町になって欲しいと思いますか。

単数回答（最重要）、複数回答（考えに近い）、母数=1,045

10.9% 

5.7% 

18.7% 

10.6% 

8.0% 

4.7% 

4.8% 

3.5% 

2.1% 

19.0% 

21.3% 

32.2% 

22.8% 

14.9% 

19.9% 

12.8% 

19.9% 

2.4% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 
開発をあまりせず、

自然と田園を保護する静かな町
 

環境問題に積極的に取り組む町

福祉を重視し、高齢者・障がい者等が
社会参加できる町

農業や伝統産業が盛んな活力ある町

商業や工業が盛んな活力ある町

観光・文化・レクリエーションによる
にぎわい・交流の町

計画的な宅地開発による住宅都市

生涯学習が盛んな、学びあい・
ふれあいの町

その他最重要 
考えに近い 

5.3% 
9.4% 

1.8% 
13.9% 

5.1% 
4.0% 

13.3% 
54.7% 

3.3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

PTA･子ども会の役員
町や行政区の役員

婦人会
老人会
消防団

住民団体・福祉団体等
趣味・スポーツ等のサークル

所属していない
その他

問15

あなたは現在、地域で活動する団体等に所属していますか。問16

あなたはこれまでに地域の活動にどの程度参加していますか。問17

複数回答、母数=1,045

125

参
考
資
料



2 住民アンケート調査結果

⑥町政について

89.6% 
18.4% 

4.3% 
25.9% 

14.5% 
8.2% 

38.9% 
1.1% 
4.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

広報みやこ
町のホームページ

Facebook等のSNS
友人・知人

パンフレット・チラシ
行政区・公民館
防災行政無線

その他
特になし

7.4% 22.1% 60.0% 4.2
%

1.2% 

5.1
%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

行政が中心になって
まちづくりを行う 

その他 不明・無回答 

単数回答、母数=1,045

住民の意見を
聞きながら、
行政が中心に
なって進めていく 

住民と行政が一緒に
話し合い、

役割分担を決めて
まちづくりを行う 

まちづくり会議等に
よる住民主体の
まちづくりを
行政が支援する 

55.1% 

23.4% 

35.1% 

17.7% 

12.9% 

2.1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

アンケート（世論調査）

相談窓口の充実

町の施策に関する説明や意見交換の場

行政区や団体による提案・陳情の場

インターネットによる意見交換

その他

17.5% 
22.7% 

15.3% 
12.8% 

43.6% 
38.9% 

15.2% 
33.8% 

9.2% 
3.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

町政への住民参加
住民との対話機会の拡大
住民活動団体への支援

知名度の向上
財政の健全化
雇用の創出

他市町村との広域連携
個性ある町づくり

最先端技術の取り組み
その他

複数回答、母数=1,045

複数回答、母数=1,045

町政に関する情報の主な入手方法は何ですか。問18

町政への住民参加について、どのような形を望みますか。問19

住民意見を聞くための方法は、どのような方法がよいと思いますか。問20

今後みやこ町が進めてほしい内容は、どのようなことですか。問21

複数回答、母数=1,045
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3住民ワークショップ結果について

（1）開催概要

（2）意見概要
①交流・関係・定住人口創出プロジェクトについて（共通）

項目 日時・場所 参加者
8月3日（月）11：00～12：00
サン・グレートみやこ１階　研修室
8月3日（月）14：00～15：00
中央公民館2階　視聴覚室
8月4日（火）14：00～15：00
豊津公民館2階　会議室

福森会長、嶋田副会長、清水副会長
大久保副会長
室原会長、角田副会長、川寄副会長
田中副会長、梅田副会長、山田副会長

是則会長、進副会長、緒方副会長

勝山地区

犀川地区

豊津地区

意見 課題解決に向けた提案

（勝山地区）
・201号線はバイパス化ではなく、整備促進としてもらいたい。
・人口は増えない。現在の人口維持をどのように図るかが重
要。
・農振地域の縛りがあるために直ぐに建物が建てられない。
・過疎化が大きな課題。集落内で年間5～10戸の空き家が発
生。空き家は集落で自主管理。
・過疎化が進むのは学校統廃合が要因である。

（犀川地区）
・神幸祭や産業祭は人が集まる。神幸祭は高齢者が多く継続が
問題。また、露天商が儲ける形となっており、出店方法が問題。
・産業祭のスペースをもう少し大きくできないか。
・昼食するところが少なく困る。
・伊良原ダム周辺整備で公園はできたが、上手く活用していく
ためにも専門家雇用のための財政支援をお願いしたい。
・働く場の確保は必須で、企業誘致は必要だが土地や交通面
で条件は厳しいだろう
・ホタルの里河川公園についてネット上で「無料」と宣伝されて
いるために駐車代等のお金をとれない。草刈は無料で対応し
ており、どうにかならないか。
・学校跡地について老人ホームが限られており、それも含めて
検討してもらいたい。
・駅周辺は商店が維持できない。後継者不足、行橋等への買い
物客の流出がある。
・品数や価格の面で犀川では買えない。
・今里団地と同じような住宅整備をしてほしい。人を増やす、子
ども増やすことが活力につながる
・にぎわいづくりは、史跡等の古いものと、イベント等の新しい
ものとの組み合わせが必要である。
・「日本一」の具体化が必要である。
・ジビエをもっと活用してはどうか。
・「隠国の食 伊良原」のランチでジビエ料理を出しているが値
段が高く注文は少ない。そばを好まれるが打ち手がいない。
・空き家と耕作放棄地は最大の資源。これは行政が取り組ま
ないと難しい。

・企業誘致は土地が最初に
必要。自分達で土地所有者
の意向を把握し用意する。
・農振地域の見直しを上手く
していく。

・支所跡の解体後の土地を
使い駐車場を確保する。
・四季犀館の食事スペースを
見直す。
・にぎわいには、人が必要な
ので、住宅を与えるような
思い切ったことが必要。
・住居等を無料で貸したり、
何年か住むと譲渡したりと
いう取り組みも必要。
・商店街をリニューアルする。
・大型商業施設を誘致する。
・移動（販売）スーパー
・地元で商売をする人に、準
備金や店舗等を提供する
等の思い切った支援策が
必要。
・人に来てもらうためのＰＲ
策が不可欠。
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3 住民ワークショップ結果について

②地域農業活性化プロジェクトについて（勝山地区）

③健康寿命延伸プロジェクトについて（犀川地区）

④子育て環境向上プロジェクトについて（豊津地区）

意見 課題解決に向けた提案

（豊津地区）
・イベントをするような場所がない。
・交流は「点」ではできない。町外も含めて施設等を結び、線や
面を作って人々の流れを生み出さないとできない
・観光は新しく資源を作った方がよい。
・国作の新規宅地整備が成功したならば、それを伸ばすべき。
・企業を誘致するならば、通販等のコールセンターがよい。女
性の働く場にもなり、設備投資もネット環境の整備で済む。
・学校跡地は、企業誘致か売却しない。企業誘致であれば雇
用、税収につながる。

・伊良原に桜や紅葉を植える
など魅力をつくる。
・定住できる環境をつくる。
・若者定住住宅の建設では
なく、その費用を活かし土
地を提供する。
・企業に土地を無償提供す
る。

意見 課題解決に向けた提案

・勝山米、勝山ネギの他、合馬に負けないタケノコがある。
・ＰＲが下手。
・農業で採算がとれるまでは5年かかる。
・今の農業には魅力がない。税金対策しなければならないとい
うくらいの稼ぎがない。
・営農組織でやらないと大変。
・農業、林業を含めて高齢化、後継者不足。
・ＪＡとの共同の取り組みが必要。

・生産部会に働きかけてブラ
ンド化を進める。
・お米の買取りについて補助
金を出す。
・イオン等とタイアップして
生産・販売する。

意見 課題解決に向けた提案

・交通などの便利が悪いので魅力が低い。
・進学希望者は小倉の方に流れている。
・子育てしやすいまちという点では、201号線整備の話がある
勝山で力を入れてはどうか。
・公立は様々な条件があり、特色を出しにくい。私学の方が
色 と々できる。
・教育に重点を置くことは難しいのではないか。違う切り口が
必要。

・魅力ある教育には、IT等の
場所を選ばないもので考え
る。

意見 課題解決に向けた提案

・自然が豊かなことが健康に良い影響を与えているのではない
か。
・農業をやっている人は毎日体を動かし、汗をかくので元気。
・歩く人は多い。特に女性。
・楽しんで健康づくりができるようになればよい。
・高齢者の社会参加の視点が欠けている。

・「片足で○歩進もう」や「50
ｍ○分」などの標識を立て、
散歩を楽しめる工夫をす
る。
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⑤防災・減災について【強靭化地域計画】（共通）

⑥その他
（免許返納）

（計画策定）

意見 課題解決に向けた提案

（勝山地区）
・幸い、勝山では大きな被害が出ていない。
・自主防災組織は、全集落で出来ているわけではない。
・自主防災組織を今年度立ち上げる。一番重要で強化する必
要がある。
・地元の消防団に依拠している。日頃の見守りや寄り添いは出
来ている。
・消防団は人員を減らすのではなく、機器の整備・更新を進め
ている。
・整備ができていない河川が幾つもある（馬籠川、アナグマ川
など）。
・河川については、地元で出来る範囲の草木の管理、土砂の浚
渫はしている。

（犀川地区）
・川の浚渫をしてもらいたい。毎年県に申請しているが出来て
いない。
・災害時にメールで情報発信はしないのか。
・「自分のこと、自分の集落は自分で守る」という意識が重要。
自主防災組織は徹底してもらいたい。
・災害リスクを知り、対応を考え、訓練することが徹底されると
よい。
・Ｂ＆Ｇ体育館は解体とのことだが、避難所をどうするのかと
いうことも含めて考えてほしい。丈夫な建物はない。独居の人
も多い。
・崎山駅を避難所として活用できないか。

（豊津地区）
・ダムが出来たことで安心感は生まれている。
・八景山のところがよく浸かるがどうにかならないのか。
・防災マップはただ配るのではなく、説明会をした方がよい。そ
の際、避難レベル話等もあわせて周知してはどうか。
・今のところ大きな被害がないこともあり、自主防災組織の立
ち上げに至っていない。
・防災（自主防災組織の設立）を義務化してはどうか。
・消防団と自主防災組織の連携等、必ず立ち上げる、活動する
ような仕掛けが必要ではないか。
・橋梁の更新や水道設備の更新はどのようになっているのか。
　豊津の場合、水道は各戸にボーリング代を渡した方がよい。

・国土を守るには砂防ダムの
整備が一番。
・河川の整備は今からしても
らう。
・自主防災組織の設立。

・自主防災組織を設立し定
期的に訓練、情報共有す
る。
・避難所の検討。

・積極的に地域を回って説
明する。
・自主防災組織の設立。（合
同の訓練等、消防団との連
携。）
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リスクシナリオごとの脆弱性評価結果4

〇住宅、特定建築物の耐震化【総務課、建築課、都市整備課、教育委員会
　生涯学習課】

〇学校施設の耐震化【教育委員会学校教育課】

〇社会福祉施設などの耐震化【保険福祉課、子育て・健康支援課】

〇応急危険度判定体制の整備【総務課、建築課】

目標 1 直接死を最大限防ぐ

地震に起因する建物の大規模な倒壊・火災などによる
多数の死傷者の発生1－1　

※特定建築物：1981年（昭和56年）
以前の建築物のうち学校、体育館、
病院、老人ホーム、百貨店その他不
特定多数の者が利用する建築物で
一定の規模以上の建築物など
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〇大規模盛土造成地の把握【都市整備課】

〇激甚な水害が発生した地域などにおいて集中的に実施する災害対策
　【都市整備課】

〇気候変動の影響を踏まえた治水対策の推進【都市整備課】

〇洪水ハザードマップの作成【総務課】

〇水害対応タイムラインの作成【総務課】

〇適切な避難情報の発令【総務課】

河川氾濫などに起因する浸水による多数の死傷者の発生1－2　
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4 リスクシナリオごとの脆弱性評価結果

〇激甚な土砂災害が発生した地域における再度災害防止対策の集中的実施
　【都市整備課】

〇人家や公共施設などを守るための土砂災害対策の推進【都市整備課】

〇治山施設の整備【農林業振興課、都市整備課】

〇土砂災害に対するハザードマップの作成、避難体制の強化【総務課】

〇指定避難所及び避難所以外避難者の支援体制【総務課、子育て・健康支援
　課、保険福祉課】

〇避難行動要支援者の避難支援【総務課、子育て・健康支援課、保険福祉課】

大規模な土砂災害による多数の死傷者の発生1－3　

情報伝達の不備や防災リテラシー教育の不足、
避難の遅れによる多数の死傷者の発生1－4
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〇公助による備蓄・調達の推進【総務課】

〇福祉避難所への避難体制の整備の促進【総務課、子育て・健康支援課、
　保険福祉課】

〇外国人に対する支援【観光まちづくり課】

〇防災教育の推進【教育委員会学校教育課】

〇避難行動などの教訓の広報啓発【総務課】

目標 2

被災地における水など、生命に関わる物資の長期停止2－1　

救助・救急、医療活動が迅速に行われると
ともに、被災者などの健康・避難生活環境を
確実に確保します
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4 リスクシナリオごとの脆弱性評価結果

〇自助・共助による備蓄の促進【総務課】

〇消防団の充実強化【総務課】

〇自主防災組織の充実強化【総務課】

〇保健医療調整本部の設置【子育て・健康支援課】

〇疫病のまん延防止【子育て・健康支援課】

〇健康管理体制の構築【総務課、子育て・健康支援課】

消防などの被災による救助・救急活動の停滞2－2　

被災地における医療機能の麻痺2－3　

被災地における疫病・感染症の大規模発生2－4　

劣悪な避難生活環境、不十分な健康管理による多数の
被災者の健康状態の悪化・死者の発生2－5　
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〇福祉避難所の設置・運営【総務課、保険福祉課、子育て・健康支援課】

〇防災拠点となる公共施設の整備【総務課、財政課、教育委員会生涯学習課】

〇業務継続体制の確保【総務課、財政課】

〇各種防災訓練の実施【総務課】

〇受援体制の確保【総務課】

〇災害対策本部設置運営訓練などの実施【総務課】

目標 3
行政機関の職員・施設の被災、関係機関間の連携・支援
体制の不備による行政機能の大幅な低下3－1　

必要不可欠な行政機能は確保する
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4 リスクシナリオごとの脆弱性評価結果

〇罹災証明の迅速な発行【税務課】

〇情報伝達手段の整備【総務課、財政課】

〇町防災行政無線の運用【総務課】

〇災害・防災情報の利用者による対策促進【総務課】

目標 4
情報通信の麻痺・長期停止などによる災害・防災情報の
伝達不能4－1　

必要不可欠な情報通信機能・情報サービスは
確保する 
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〇水道施設の耐震化推進及び広域連携推進【上下水道課】

〇下水道施設の耐震化（農業集落排水施設含む）【上下水道課】

〇下水道BCPの実効性の確保【上下水道課】

〇農業集落排水施設の老朽化対策【上下水道課】

〇浄化槽の整備【上下水道課】

目標 5

上水道などの長期にわたる供給停止5－1　

汚水処理施設などの長期にわたる機能停止5－2

ライフライン、交通ネットワークなどの被害を
最小限に留めるとともに、早期に復旧させる 
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リスクシナリオごとの脆弱性評価結果4

〇道路の斜面崩落防止対策、盛土のり尻補強【都市整備課】

〇道路橋梁の耐震補強【都市整備課】

〇緊急輸送道路の整備【都市整備課】

〇啓開体制の強化【都市整備課】

〇道路の雪寒対策の推進【都市整備課】

〇生活道路の整備【都市整備課】

〇道路施設の老朽化対策【都市整備課】

交通インフラの長期にわたる機能停止5－3

防災インフラの長期にわたる機能不全5－4
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〇企業BCPの策定促進【観光まちづくり課】

〇商工業者への事業継続支援【観光まちづくり課】

〇事業継続力強化支援計画の策定促進【観光まちづくり課】

〇代替性確保や信頼性を高めるための道路整備【都市整備課】

〇砂防施設などの老朽化対策【都市整備課】

〇治山施設の老朽化対策【都市整備課】

目標 6 経済活動を機能不全に陥らせない

サプライチェーンの寸断などによる経済活動の機能不全6－1　
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4
〇広域的な避難路となる高規格幹線道路などへのアクセス強化【都市整備課】

〇ため池の防災・減災対策【都市整備課】

〇大気汚染物質、水質汚濁状況などの常時監視など【住民課】

〇農業水利施設の老朽化対策【都市整備課】

〇農道・林道の整備、保全【都市整備課】

目標 7 制御不能な複合災害・二次災害を発生させない

ため池、防災インフラ、天然ダムなどの損壊・機能不全や
堆積した土砂などの流出による多数の死傷者の発生7－1　

有害物質の大規模な流出・拡散による被害の拡大7－2　

食料などの安定供給の停滞6－2　

リスクシナリオごとの脆弱性評価結果
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〇毒物劇物の流出などの防止【住民課】

〇地域における農地・農業水利施設などの保全【農林業振興課】

〇荒廃農地対策【農林業振興課】

〇森林の整備・保全【農林業振興課】

〇災害廃棄物処理体制の整備【住民課】

目標 8 社会・経済が迅速かつ従前より強靱な姿で復興
できる条件を整備する

災害廃棄物の処理停滞による復旧・復興の大幅な遅れ8－1　

農地・森林などの被害による地域の荒廃7－3
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4 リスクシナリオごとの脆弱性評価結果

〇防災担当職員などの育成【総務課】

〇建設人材の確保・育成【財政課、建築課、都市整備課、上下水道課】

〇災害ボランティア活動の強化【総務課】

〇地域コミュニティの活性化【観光まちづくり課】

〇被災者など支援制度の周知【保険福祉課】

〇貴重な文化財の喪失対策【教育委員会生涯学習課】

復旧を支える人材などの不足、より良い復興に向けた
ビジョンの欠如などにより復興できなくなる事態8－2

貴重な文化財や環境的資産の喪失、コミュニティの崩壊
などによる有形・無形の文化の衰退・喪失8－3
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〇建設型応急仮設住宅の供給体制の整備【建築課】

〇公的賃貸住宅や借上型応急仮設住宅の提供体制の整備【建築課】

仮設住宅などの整備が進まず復興が大幅に遅れる事態8－4

4
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